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（松之山樋・）鞍

魚と魚が遊んでいるところ
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おめでた（出生）　　　　　　（生年月日）

了ちゃん　佐藤明男・真由美さんの三男

　　　　　　　（天水越）水の屋　4・8・4

美歌ちゃん　関谷敏明・一美さんの二女

　　　　　　　（黒　倉）中村　　4・8・10

お《挙み（蹴）　　（死亡年月日）　りす組
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福原庚造さん　77歳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（湯山　与ぜ
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広報200号記念特集
町の歩みと思い出の写真…………2～5

9月定例議会一………………・…………6

平成3年度決算………………。………●7

松之山祭り・・………………9……………8

9月のフォトニュース……………10・11

集落探訪（大荒戸）………・………・・…12

公民館だより…・…・…………・…………14
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　　　　天狗と獅子の一騎打ち（天水島の秋祭り）
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昭和43年

　4・1

　7・29

　11・30

昭和44年

　8・1
昭和45年

　5・30

　7・27

　7・29

昭和46年

　3・31

　4・27

　7・27

昭和47年

　3・31

　4・1
　6・23

　10・25

　10・27

昭和48年

　3・31

　6・21

　11・11

昭和49年

　4・1
　6・20

　9・30

　12・23

昭和50年

　4・1

　8・11

昭和51年

　6・27

　11・5

　12・1

昭和52年

　5・1

　8・4

11・2

12・6

安高松之山分校、県下初の全日制分

校となる

消防自動車初購入

中央（松之山）診療所竣工

出稼共助会制度発足

天水越大火、全焼6戸、半焼2戸

第一町民プール（松之山）完成

松之山温泉駐車場完成

松之山中学校松里校舎閉校

松之山中学校寄宿舎竣工

第二町民プール（東川）完成

浦田小学校校舎竣工

松之山保育所開設

池尻地内の松之山大橋竣工

ロータリー除雪車初購入

浦田小学校体育館竣工

松之山中学校東川校舎、浦田小学校

中立山分校閉校

深坂峠付近にセスナ機墜落2人死亡

老人いこいの家「松寿荘」竣工

ホームヘルパー1名配置

東川小学校竣工

中立山農村集落センター竣工

松之山簡易水道、三省地区に通水開

始

国道353号線認定

自然休養村事業スタート

浦田克雪センター竣工

第1回町民体育大会開催

松里小学校竣工

町内電話ダイヤル化

歴史民俗資料館開館

黒倉ニツ沢地内の集水井取水作業中、

ガス中毒事故発生、死者3、軽傷1

松之山中央交差点に信号機設置

松里簡易水道完成

騒

広々とした大厳寺牧場

死者2名をだした湯本雪崩

』一毒鬼

辮

威力を発揮するロータリー除雪車

浦田中学校（平成3年3月閉校）
屯

謬羅，騨、r照蟻毒裏華
　　　　　　大被害をもたらした松之山地すべり

　　　　　　　3躍唄7磯　．ノ暇襲
　　　　　　　　　　…録煙

　　　　　　　　　　　し一蜘ドー　　　　　　　　o

．㎏調副　）
響　　　　　9む・榊　　　　　　　　♂
　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　価◎燈恵　噛ポ

　　㌧櫨4紗　　　　　　　　・一
　　下蝦池地すべりにより東川が堰止められ湖となった

　　豊原橋付近

　昭和33年

　　5・7　村だより創刊号発行

　　11・1　町制施行、町章制定

　昭和34年

　　5・1　松之山小学校で町内初の完全給食は

　　　　　　じまる

　　9・30　町有ブルドーザー1台初購入

　　10・1　県立自然公園に指定される

　　12・1　湯本簡易水道完成

　昭和35年

　　12・25　浦田中学校校舎竣工

　昭和36年　　’

　　11・30　浦田中学校体育館竣工

　昭和37年』

　　8・1　町商工会発足

　　11～　　松之山地すべり発生、被災面積850

　　　　　ha、関係戸数493戸、立ち退き指示

　　　　　80戸
　昭和38年

　　2・4　松之山地すべりに災害救助法適用

　　8・15　松之山簡易水道完成

昭和39年

　　2・7　松之山中学校校舎、湯山に移転し新

　　　　　築竣工

　2・10　安高松之山分校に普通科新設きまる

　4・11　下蝦池地すべり発生、被災面積42ha、

　　　　　関係戸数56戸、立ち退き指示37戸、

　　　　　浸水家屋19戸

　7・1　大厳寺牧場開牧

　9・30　松之山温泉2号井、89。Cの熱泉湧出

　12・10　松之山小学校竣工

昭和40年

　7・12　患者輸送車運行開始

昭和41年

　2・10　松之山中学校体育館竣工

　10・10松之山市街地のアスファルト舗装120

　　　　　m完成（松之山町初）

　11・28　急患輸送用に雪上車配置

　12・10　役場庁舎落成

　12・30　出稼者帰省バス初運行

昭和42年

　1・4　湯本雪崩発生、死亡2、重軽傷6、

　　　　全壊家屋1、半壊1

　3・29　湯山簡易水道完成

　6・22　町老人クラブ連合会発足

11・30　東川出張診療所竣工
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昭和60年

　10・30

　11・11

昭和61年

　6・20

　10・22

昭和62年

　1・12

　8・1

8・15

　10・12

　10・20

　11・7

昭和63年

　3・31

　5・3
　11・8

平成元年

　10・23

平成2年

　1・18

　3・31

　5・11

　6・30

　9・5
　10・28

平成3年

　2・1

3・31

4・1

4・12
4。27
6・10
10・22

　11・13

平成4年

　2・8
　4・23

広域林道菱ケ岳線松之山～大島問開

通

ば一どが一でん竣工

社会福祉法人松之山町社会福祉協議
△……ノし」」
云貢又ユ

鏡ケ池復元工事完成

長期山村留学事業はじまる

松之山町・浦田両農協が合併し松之

山町農協となる

第1回大厳寺高原真夏の雪まつり開

催

町営露天風呂「翠の湯」オープン

坂口安吾文学碑建立

松之山小学校竣工

三省小学校、松之山小学校黒倉分校

閉校

松之山町名老百選に27人選ばれる

キノコ工場竣工

県営松里かんぱい事業、留山ダム竣エ

町民グランド造成工事完成

布川保育所休園

松之山東京事務所開設

湯本出張診療所廃止

町民グランド照明施設完成

松之山町名老百選に14人追加される

郡内森林組合（牧村を除く）が合併

し、ゆきぐに森林組合となる

松之山診療所竣工

浦田中学校閉校

東川・浦田出張診療所廃止

温泉センター「鷹の湯」オープン

湯沢駅直通バス運行開始

松之山町史発刊

林道牛ケ鼻浦田線竣工

松之山駐在所竣工

下布川地区コミュニティセンター竣工

湯山トンネル開通

おふくろ館オープン

“

」　々写ご　　　ポ　　ジ　メ
ど∫㌦一　　’．　鷺きぜ！　ダ菰
　　ソ〆　　　　　　　　　　　　　熱硲　　　　・芦

入込客が順調に伸びている松之山温泉スキー場

オープンヌペー気ぷある松之山小学校

イ＼

　　　　　町の医療を引受ける松之山診療所

4
4

自然休養村センター

大厳寺高原の拠点施設、管理棟、希望館、

ば一どが一でん（左から）

ー

連日l　mを超える降雪量を記録した56豪雪

昭和53年

　5・20

　7・24

　12・3

昭和54年

　1・1
　6・30

　10・9

　11。11

　12・12

昭和55年

　3。31

　4・1

　7・5
　11・3

　11・29

昭和56年

　1・30

3。31
4。1

8・24

　11・16

　12・15

昭和57年

　1・1

　4・1

　10。10

　10・31

　12・18

昭和58年

　4・22

　7・18

　12。3

　12・10

昭和59年

　3・1

5・14
12・12

自然休養村センター開館

町民歌、町民憲章制定

安高松之山分校竣工

松里保育所開設

希望館オープン

布川防雪センター竣工

三省小学校体育館竣工

川手簡易水道完成

洗務局松之山出張所閉所

浦田保育所開設

松之山・松里・布川の三農協が合併し松

之山町農協となる

町民体育館開館、松之山町体育協会発足

第1回町芸能祭開催

松口簡易水道完成

56豪雪、役場前積雪量4m60cm、災害救

助法適用103世帯、県災害救助条例適用

28世帯

坪野小学校、松之山小学校川手分校閉校

東頸消防署松之山分遣所開設

峰越林道天水越線開通（大厳寺高原～野

々海池）

豊原トンネル開通

町営住宅完成

浦田第一、湯之島簡易水道完成

布川保育所開設

国道4q5号線認定

第1回町駅伝大会開催

第1回町農業祭開催

湯本駐在所竣工

松之山町文化協会発足

町総合検診はじまる

松之山温泉スキー場オープン

浦田駐在所竣工

59豪雪、役場前積雪量5m59cm、災害救

助法適用54世帯、県条例適用41世帯

豪雪対策基金の制定、目標額5，000万円

レストハウス雪椿・スキー場駐車場完成

4

ー
8
』
ー



5

昭和60年

　10・30

　11・11

昭和61年

　6・20

　10・22

昭和62年

　1・12

　8・1

8・15

　10・12

　10・20

　11・7

昭和63年

　3・31

　5・3
　11・8

平成元年

　10・23

平成2年

　1・18

　3・31

　5・11

　6・30

　9・5
　10・28

平成3年

　2・1

3・31

4・1

4・12
4。27
6・10
10・22

　11・13

平成4年

　2・8
　4・23

広域林道菱ケ岳線松之山～大島問開

通

ば一どが一でん竣工

社会福祉法人松之山町社会福祉協議
△……ノし」」
云貢又ユ

鏡ケ池復元工事完成

長期山村留学事業はじまる

松之山町・浦田両農協が合併し松之

山町農協となる

第1回大厳寺高原真夏の雪まつり開

催

町営露天風呂「翠の湯」オープン

坂口安吾文学碑建立

松之山小学校竣工

三省小学校、松之山小学校黒倉分校

閉校

松之山町名老百選に27人選ばれる

キノコ工場竣工

県営松里かんぱい事業、留山ダム竣エ

町民グランド造成工事完成

布川保育所休園

松之山東京事務所開設

湯本出張診療所廃止

町民グランド照明施設完成

松之山町名老百選に14人追加される

郡内森林組合（牧村を除く）が合併

し、ゆきぐに森林組合となる

松之山診療所竣工

浦田中学校閉校

東川・浦田出張診療所廃止

温泉センター「鷹の湯」オープン

湯沢駅直通バス運行開始

松之山町史発刊

林道牛ケ鼻浦田線竣工

松之山駐在所竣工

下布川地区コミュニティセンター竣工

湯山トンネル開通

おふくろ館オープン

“

」　々写ご　　　ポ　　ジ　メ
ど∫㌦一　　’．　鷺きぜ！　ダ菰
　　ソ〆　　　　　　　　　　　　　熱硲　　　　・芦

入込客が順調に伸びている松之山温泉スキー場

オープンヌペー気ぷある松之山小学校

イ＼

　　　　　町の医療を引受ける松之山診療所

4
4

自然休養村センター

大厳寺高原の拠点施設、管理棟、希望館、

ば一どが一でん（左から）

ー

連日l　mを超える降雪量を記録した56豪雪

昭和53年

　5・20

　7・24

　12・3

昭和54年

　1・1
　6・30

　10・9

　11。11

　12・12

昭和55年

　3。31

　4・1

　7・5
　11・3

　11・29

昭和56年

　1・30

3。31
4。1

8・24

　11・16

　12・15

昭和57年

　1・1

　4・1

　10。10

　10・31

　12・18

昭和58年

　4・22

　7・18

　12。3

　12・10

昭和59年

　3・1

5・14
12・12

自然休養村センター開館

町民歌、町民憲章制定

安高松之山分校竣工

松里保育所開設

希望館オープン

布川防雪センター竣工

三省小学校体育館竣工

川手簡易水道完成

洗務局松之山出張所閉所

浦田保育所開設

松之山・松里・布川の三農協が合併し松

之山町農協となる

町民体育館開館、松之山町体育協会発足

第1回町芸能祭開催

松口簡易水道完成

56豪雪、役場前積雪量4m60cm、災害救

助法適用103世帯、県災害救助条例適用

28世帯

坪野小学校、松之山小学校川手分校閉校

東頸消防署松之山分遣所開設

峰越林道天水越線開通（大厳寺高原～野

々海池）

豊原トンネル開通

町営住宅完成

浦田第一、湯之島簡易水道完成

布川保育所開設

国道4q5号線認定

第1回町駅伝大会開催

第1回町農業祭開催

湯本駐在所竣工

松之山町文化協会発足

町総合検診はじまる

松之山温泉スキー場オープン

浦田駐在所竣工

59豪雪、役場前積雪量5m59cm、災害救

助法適用54世帯、県条例適用41世帯

豪雪対策基金の制定、目標額5，000万円

レストハウス雪椿・スキー場駐車場完成
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9
月
定
例
議
会

　
九
月
定
例
議
会
が
九
月
二
十
四
・

二
十
五
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、
平

成
三
年
度
の
決
算
及
び
平
成
四
年
度

の
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
議
会
は
決
算
議
会
と
い
わ
れ

て
お
り
、
一
般
会
計
及
び
四
つ
の
特

別
会
計
の
平
成
三
年
度
決
算
を
中
心

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
条
例
の
改
正
の
主
な
も
の
は
、
国

民
健
康
保
険
の
税
額
が
一
部
改
正
さ

れ
、
均
等
割
の
税
額
が
前
年
度
と
比

べ
二
〇
〇
円
、
平
等
割
の
税
額
が
六

〇
〇
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
度
の
補
正
予
算
で
は
、

一
般
会
計
で
二
億
一
、
二
九
九
万
四

千
円
と
い
う
大
き
な
補
正
が
行
わ
れ
、

総
額
三
三
億
六
千
万
円
近
い
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
五
人
の
議
員
が
行
い

ま
し
た
が
、
く
わ
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
の
補
正
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

　
二
、
三
八
五
万
円
を
追
加
し
、
総

額
三
億
一
、
九
二
二
万
九
千
円
と
す

る
。▼
松
之
山
診
療
所
勘
定

　
五
四
三
万
三
千
円
を
減
額
し
、
総

額
二
億
九
、
一
六
五
万
七
千
円
と
す

る
。▼
簡
易
水
道
事
業

　
五
五
万
円
を
追
加
し
、
総
額
一
億

七
、
〇
六
四
万
八
千
円
と
す
る
。

10，000千円

50，394千円

64，532千円

3，270千円

〉総務費

o土地開発基金積立金

○高齢者福祉対策基金積立金

○町債管理基金積立金

○新潟県知事選挙費

5，317千円

4，500千円

〉民生費

○国保財政安定化支援事業操出金

○デイ・サービス用リフトバス1台

〉農林水産業費

7，351千円

2，165千円

oふるさと交流館駐車場舗装工事等

○天水島線林道開設工事等

〉商工費

3，000千円

4，000千円

3，400千円

3，811千円

Oスキー場圧雪車整備費2台

oスキー場駐車場舗装工事等

oゲレンデ造成費（立木等補償費

○温泉センターろ過機増設工事

〉土木費

3，725千円○土木施設等環境整備事業負担金

4．000千円

〉教育費

○中学校大規模改造工事費増

慎重な審議を行った9月議会

“　
選
挙
管
理
委
員

決
ま
る

㎜
　
　
　
　
　
】

一　九
月
定
例
議
会
に
お
し
て
、
選
挙

管
理
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の

『
方
が
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
滝
沢
　
和
平
（
猪
之
名
）

皿

㎜皿　
久
保
田
和
夫
（
天
水
島
）

　

『
本
山
　
勉
（
北
浦
田
）

㎜㎜
　
佐
藤
　
良
雄
（
天
水
越
）

一㎜
今
回
選
任
さ
れ
た
坊
は
、
全
員
再

㎜
任
で
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
し
で
す
。

　
十
月
三
日
に
は
委
員
会
が
開
か
れ
、

委
員
長
に
久
保
田
和
夫
さ
ん
、
委
員

長
代
理
に
本
山
　
勉
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

教
育
委
員
二
名

再
任
さ
れ
る

　
九
月
三
十
日
で
任
期
が
満
了
と
な

る
教
育
委
員
二
名
が
、
議
会
の
同
意

を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
原
　
一
雄
（
天
水
越
）

　
猪
俣
　
栄
二
（
松
之
山
）

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
一
名
再
任
さ
れ
る

　
九
月
三
十
日
で
任
期
が
満
了
と
な

る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
一
名
が
、

議
会
の
同
意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
　
高
沢
　
宏
延
（
大
荒
戸
）

　
平
成
三
年
度
の
松
之
山
町
一
般
会

計
及
び
国
民
健
康
保
険
な
ど
四
つ
の

特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定
例
議

会
で
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
当
初
予
算
二
七

億
一
、
○
『
四
万
九
千
円
に
対
し
、

そ
の
後
十
回
の
補
正
が
行
わ
れ
最
終

的
に
は
三
四
億
九
、
八
二
〇
万
八
千

円
の
予
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
度
と
比
較
し
て
一
一
・
九
％
、

額
に
し
て
三
億
七
、
二
九
五
万
円
の

大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
五
二
・
二

　
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
で
、
一
八

　
億
三
、
四
四
三
万
九
千
円
、
｝
○
・

　
一
％
の
繰
入
金
三
億
五
、
四
六
一
万

　
八
千
円
、
八
・
六
％
の
町
債
三
億
一

　
三
〇
万
円
な
ど
で
す
。

　
　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
二
六
・
四

　
％
を
占
め
る
総
務
費
九
億
九
二
六
万

　
一
千
円
、
一
六
・
二
％
の
農
林
水
産

　
業
費
五
億
五
、
七
六
四
万
八
千
円
、

　
ご
二
・
九
％
の
公
債
費
四
億
七
、
七

　
七
三
万
九
千
円
な
ど
で
す
。

　
町
民
の
直
接
負
担
と
な
る
税
収
入

　
は
二
億
一
、
三
九
六
万
四
千
円
、
税

　
円

礁
円
響
円

砺
負
妊
手
許
肝

　
3
9
・
万
・
万
入
万

　
L
金
6
8
料
7
4
収
珀

税
億
担
渇
用
」
産
’0

町
2
分
1
使
9
財
6

外
収
入
は
一
億
七
、
〇
六
二
万
七
千

円
で
合
計
三
億
八
、
四
五
九
万
｝
千

円
と
な
り
、
町
民
一
人
当
り
で
割
る

と
約
一
〇
万
四
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
会
計

o
歳
入
　
三
五
億
｝
、
二
六
三
万
二
、

　
　
　
九
≡
一
円

o
歳
出
　
三
四
億
四
、
三
こ
二
万
一
、

　
　
　
四
三
五
円

〇
六
、
九
四
一
万
一
、
四
八
七
円
の

黒
字

　　地方交付税

18億3，443万9千円

　　（52．2％）

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
（
事
業
勘
定
）

o
歳
入
　
三
億
八
、
六
六
六
万
七
、

　
　
　
二
七
九
円

o
歳
出
　
三
億
八
、
六
三
六
万
八
、

　
　
　
空
三
円

○
こ
九
万
八
、
八
五
六
円
の
黒
字

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
（
松
之
山
診
療
所
勘
定
）

○
歳
入
　
三
億
一
、
六
二
四
万
三
、

　
　
　
七
八
三
円

○
歳
出
　
三
億
一
、
三
四
三
万
五
、

　
　
　
九
七
三
円

町民負担
3億8，459万1千円

　　　（10．9％）
国庫支出金・その他
3億6，063万8千円＿
　　　（10．3％）

職
輔

蘇．

　
　
　
3

謙織

議会費

5，671万6千円
＼　（1．6％）

〇
二
八
O
万
七
、
八
一
〇
円
の
黒
字

▼
老
人
保
健
特
別
会
計

○
歳
入
　
三
億
七
、
四
九
四
万
三
、

　
　
　
七
三
〇
円

o
歳
出
　
三
億
七
、
三
一
六
万
八
、

　
　
　
九
五
二
円

○
一
七
七
万
四
、
七
七
八
円
の
黒
字

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計

○
歳
入
　
｝
億
七
、
六
一
二
万
八
、

　
　
　
一
四
四
円

○
歳
出
　
一
億
七
、
一
〇
二
万
四
、

　
　
　
七
六
一
二
円

〇
五
一
九
万
三
、
三
八
一
円
の
黒
字

総務費

9億926万1千円
（26．4％）

／　臨臨
　　　　　　逮奪⑮4約

黙艦藷円ラ％
q軌燗　　鋤

労働費・その他

1億860万6千円

鮒撫
灘談
懸講鵯
　　　　　蕗鱗

商工費1億7，480万7千円
　　　（5．1％）
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9
月
定
例
議
会

　
九
月
定
例
議
会
が
九
月
二
十
四
・

二
十
五
日
の
二
日
間
開
催
さ
れ
、
平

成
三
年
度
の
決
算
及
び
平
成
四
年
度

の
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
議
会
は
決
算
議
会
と
い
わ
れ

て
お
り
、
一
般
会
計
及
び
四
つ
の
特

別
会
計
の
平
成
三
年
度
決
算
を
中
心

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
決
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の

ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
条
例
の
改
正
の
主
な
も
の
は
、
国

民
健
康
保
険
の
税
額
が
一
部
改
正
さ

れ
、
均
等
割
の
税
額
が
前
年
度
と
比

べ
二
〇
〇
円
、
平
等
割
の
税
額
が
六

〇
〇
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
度
の
補
正
予
算
で
は
、

一
般
会
計
で
二
億
一
、
二
九
九
万
四

千
円
と
い
う
大
き
な
補
正
が
行
わ
れ
、

総
額
三
三
億
六
千
万
円
近
い
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
五
人
の
議
員
が
行
い

ま
し
た
が
、
く
わ
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
の
補
正
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

　
二
、
三
八
五
万
円
を
追
加
し
、
総

額
三
億
一
、
九
二
二
万
九
千
円
と
す

る
。▼
松
之
山
診
療
所
勘
定

　
五
四
三
万
三
千
円
を
減
額
し
、
総

額
二
億
九
、
一
六
五
万
七
千
円
と
す

る
。▼
簡
易
水
道
事
業

　
五
五
万
円
を
追
加
し
、
総
額
一
億

七
、
〇
六
四
万
八
千
円
と
す
る
。

10，000千円

50，394千円

64，532千円

3，270千円

〉総務費

o土地開発基金積立金

○高齢者福祉対策基金積立金

○町債管理基金積立金

○新潟県知事選挙費

5，317千円

4，500千円

〉民生費

○国保財政安定化支援事業操出金

○デイ・サービス用リフトバス1台

〉農林水産業費

7，351千円

2，165千円

oふるさと交流館駐車場舗装工事等

○天水島線林道開設工事等

〉商工費

3，000千円

4，000千円

3，400千円

3，811千円

Oスキー場圧雪車整備費2台

oスキー場駐車場舗装工事等

oゲレンデ造成費（立木等補償費

○温泉センターろ過機増設工事

〉土木費

3，725千円○土木施設等環境整備事業負担金

4．000千円

〉教育費

○中学校大規模改造工事費増

慎重な審議を行った9月議会

“　
選
挙
管
理
委
員

決
ま
る

㎜
　
　
　
　
　
】

一　九
月
定
例
議
会
に
お
し
て
、
選
挙

管
理
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の

『
方
が
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
滝
沢
　
和
平
（
猪
之
名
）

皿

㎜皿　
久
保
田
和
夫
（
天
水
島
）

　

『
本
山
　
勉
（
北
浦
田
）

㎜㎜
　
佐
藤
　
良
雄
（
天
水
越
）

一㎜
今
回
選
任
さ
れ
た
坊
は
、
全
員
再

㎜
任
で
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
し
で
す
。

　
十
月
三
日
に
は
委
員
会
が
開
か
れ
、

委
員
長
に
久
保
田
和
夫
さ
ん
、
委
員

長
代
理
に
本
山
　
勉
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

教
育
委
員
二
名

再
任
さ
れ
る

　
九
月
三
十
日
で
任
期
が
満
了
と
な

る
教
育
委
員
二
名
が
、
議
会
の
同
意

を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
原
　
一
雄
（
天
水
越
）

　
猪
俣
　
栄
二
（
松
之
山
）

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
一
名
再
任
さ
れ
る

　
九
月
三
十
日
で
任
期
が
満
了
と
な

る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
一
名
が
、

議
会
の
同
意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
　
高
沢
　
宏
延
（
大
荒
戸
）

　
平
成
三
年
度
の
松
之
山
町
一
般
会

計
及
び
国
民
健
康
保
険
な
ど
四
つ
の

特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定
例
議

会
で
承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
当
初
予
算
二
七

億
一
、
○
『
四
万
九
千
円
に
対
し
、

そ
の
後
十
回
の
補
正
が
行
わ
れ
最
終

的
に
は
三
四
億
九
、
八
二
〇
万
八
千

円
の
予
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
年
度
と
比
較
し
て
一
一
・
九
％
、

額
に
し
て
三
億
七
、
二
九
五
万
円
の

大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
五
二
・
二

　
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
で
、
一
八

　
億
三
、
四
四
三
万
九
千
円
、
｝
○
・

　
一
％
の
繰
入
金
三
億
五
、
四
六
一
万

　
八
千
円
、
八
・
六
％
の
町
債
三
億
一

　
三
〇
万
円
な
ど
で
す
。

　
　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
二
六
・
四

　
％
を
占
め
る
総
務
費
九
億
九
二
六
万

　
一
千
円
、
一
六
・
二
％
の
農
林
水
産

　
業
費
五
億
五
、
七
六
四
万
八
千
円
、

　
ご
二
・
九
％
の
公
債
費
四
億
七
、
七

　
七
三
万
九
千
円
な
ど
で
す
。

　
町
民
の
直
接
負
担
と
な
る
税
収
入

　
は
二
億
一
、
三
九
六
万
四
千
円
、
税

　
円

礁
円
響
円

砺
負
妊
手
許
肝

　
3
9
・
万
・
万
入
万

　
L
金
6
8
料
7
4
収
珀

税
億
担
渇
用
」
産
’0

町
2
分
1
使
9
財
6

外
収
入
は
一
億
七
、
〇
六
二
万
七
千

円
で
合
計
三
億
八
、
四
五
九
万
｝
千

円
と
な
り
、
町
民
一
人
当
り
で
割
る

と
約
一
〇
万
四
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
会
計

o
歳
入
　
三
五
億
｝
、
二
六
三
万
二
、

　
　
　
九
≡
一
円

o
歳
出
　
三
四
億
四
、
三
こ
二
万
一
、

　
　
　
四
三
五
円

〇
六
、
九
四
一
万
一
、
四
八
七
円
の

黒
字

　　地方交付税

18億3，443万9千円

　　（52．2％）

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
（
事
業
勘
定
）

o
歳
入
　
三
億
八
、
六
六
六
万
七
、

　
　
　
二
七
九
円

o
歳
出
　
三
億
八
、
六
三
六
万
八
、

　
　
　
空
三
円

○
こ
九
万
八
、
八
五
六
円
の
黒
字

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
（
松
之
山
診
療
所
勘
定
）

○
歳
入
　
三
億
一
、
六
二
四
万
三
、

　
　
　
七
八
三
円

○
歳
出
　
三
億
一
、
三
四
三
万
五
、

　
　
　
九
七
三
円

町民負担
3億8，459万1千円

　　　（10．9％）
国庫支出金・その他
3億6，063万8千円＿
　　　（10．3％）

職
輔

蘇．

　
　
　
3

謙織

議会費

5，671万6千円
＼　（1．6％）

〇
二
八
O
万
七
、
八
一
〇
円
の
黒
字

▼
老
人
保
健
特
別
会
計

○
歳
入
　
三
億
七
、
四
九
四
万
三
、

　
　
　
七
三
〇
円

o
歳
出
　
三
億
七
、
三
一
六
万
八
、

　
　
　
九
五
二
円

○
一
七
七
万
四
、
七
七
八
円
の
黒
字

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計

○
歳
入
　
｝
億
七
、
六
一
二
万
八
、

　
　
　
一
四
四
円

○
歳
出
　
一
億
七
、
一
〇
二
万
四
、

　
　
　
七
六
一
二
円

〇
五
一
九
万
三
、
三
八
一
円
の
黒
字

総務費

9億926万1千円
（26．4％）

／　臨臨
　　　　　　逮奪⑮4約

黙艦藷円ラ％
q軌燗　　鋤

労働費・その他

1億860万6千円

鮒撫
灘談
懸講鵯
　　　　　蕗鱗

商工費1億7，480万7千円
　　　（5．1％）
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ー
5
0
0
1

に
ぎ
や
翻

　
早
生
品
種
の
稲
刈
り
が
始
ま
っ
た

九
月
五
日
・
六
日
に
、
松
之
山
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
鼓
笛
隊
を
先
頭
と

す
る
行
列
は
、
農
協
S
S
前
を
予
定

ど
お
り
午
後
二
時
三
十
分
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら
雨
が
降
り
だ

し
ま
し
た
が
、
鼓
笛
隊
も
み
こ
し
も

雨
を
気
に
せ
ず
進
み
ま
し
た
。

　
松
之
山
中
央
交
差
点
近
く
ま
で
来

る
と
雨
も
止
み
、
、
行
列
は
一
旦
休
憩

し
ま
し
た
。

　
農
協
本
所
前
で
は
松
之
山
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
演
奏
が
終
る
こ
ろ
に
は
目
も
射

し
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
衆
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
の

声
や
拍
手
が
送
ら
れ
、
予
定
し
て
い

な
か
っ
た
曲
も
披
露
し
ま
し
た
。

　
演
奏
会
が
終
る
と
、
行
列
は
志
賀

電
設
前
ま
で
威
勢
よ
く
ゆ
っ
く
り
進

み
ま
し
た
。

　
か
わ
い
い
園
児
の
お
み
こ
し
が
通

る
と
、
沿
道
の
人
た
ち
は
待
ち
か
ね

た
よ
う
に
写
真
を
撮
っ
た
り
花
代
を

渡
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
行
列
の
最
後
を
飾
る
女
性
み
こ
し

は
、
男
性
顔
負
け
の
勇
ま
し
さ
で
練

り
歩
き
ま
し
た
が
、
予
想
以
L
に
重

た
い
み
こ
し
は
な
か
な
か
前
へ
進
ま

ず
、
男
性
の
手
を
借
り
た
り
何
回
も

休
ん
だ
り
し
て
進
み
ま
し
た
。

　
夕
方
六
時
か
ら
歩
行
者
天
国
が
始

ま
り
、
焼
ソ
ベ
・
タ
コ
焼
き
・
お
も

ち
ゃ
な
ど
の
夜
店
が
並
び
、
大
勢
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
八
時
か
ら
大
花
火
大
会
が
始
ま
り
、

｝
鷹
蝶

観
客
は
次
々
に
打
ち
ヒ
げ
ら
れ
る
き

れ
い
な
花
火
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
五
日
は
各
地
で
秋
祭
り
が

行
わ
れ
、
天
水
島
・
藤
倉
な
ど
で
は

本
格
的
な
舞
台
が
作
ら
れ
神
楽
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

　
豊
作
を
祈
る
秋
祭
り
か
ら
約
↓
か

月
間
は
稲
刈
り
の
蝦
盛
期
で
、
農
家

の
人
た
ち
は
疲
れ
も
忘
れ
て
収
穫
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

＼r

44』己r、

声

蜜

顔負けの勇しさで祭りに華をそえた

みこし

虜
卿
羅

松之山中央交差点を行進する松之山小学校鼓笛隊

　　　　　　r四謹緬，泌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　［i・’タ
　　　　　　　　　　　哩．逼．旛獅、：

□　」甑．レ轟ジ「繰露』、
大きな掛け声が聞えた小学校低学年のみこし

　　　　　　　　　　1’．ご
　　　　　　　　チ
　　　　　繕
濃藤

、
ヒ
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国
民
年
金
の
給
付
は
こ
ん
な
と
き
受
け
ら
れ
ま
す

　
国
民
年
金
に
は
、
誰
も
が
共
通
し

て
受
け
ら
れ
る
年
金
と
し
て
、
三
つ

の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ

れ
た
期
間
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
原
則

と
し
て
二
十
五
年
以
上
あ
る
人
が
、

六
十
五
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
陳
害
基
礎
年
金

　
加
入
期
間
中
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ

っ
て
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
、
障
害

の
程
度
に
よ
り
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
遺
族
基
礎
年
金

　
加
入
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た

場
合
、
そ
の
人
の
妻
や
子
供
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
に
は
、

毎
月
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
年
金
権
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
に
も
、
保
険
料
は
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
第
一
号
被
保
険
者
（
自
営

業
者
・
学
生
等
）
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
独
自
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

▼
付
加
年
金

　
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
た
人
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
寡
婦
年
金

　
資
格
期
問
を
満
た
し
た
夫
が
な
く

な
っ
た
場
合
、
妻
が
六
十
歳
か
ら
六

十
五
歳
ま
で
の
間
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
死
亡
一
時
金

　
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が

亡
く
な
っ
た
場
合
、
遺
族
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7
“

　　　　　　　　そ
　　　　　　　　だ　　　　　ハハ　　　　　の

　
水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
そ
の
水
を
生
活
や
産
業

に
役
立
て
、
再
び
川
に
返
し
て
い
ま

す
。　
利
用
し
て
汚
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
戻
す
と
、
自
然
環
境
が
悪

化
し
ま
す
。

　
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
、
自

然
に
返
す
の
が
下
水
道
で
す
。

　
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
取
り

戻
す
に
は
、
下
水
道
の
整
備
以
外
方

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
松
之
山
町
で
は
、
今
年
度
下
水
道

事
業
基
本
構
想
を
樹
立
し
、
平
成
三

年
の
人
口
を
も
と
に
平
成
二
十
二
年

ま
で
、
各
省
庁
が
補
助
事
業
と
し
て

採
択
す
る
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
事
業
・
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ

い
て
、
集
落
ご
と
に
こ
の
基
本
構
想

で
計
画
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
五
年
度
に
は
事
業
名

「
特
別
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
」

の
調
査
測
量
が
、
松
之
山
周
辺
と
湯

山
・
松
里
地
区
を
処
理
区
域
と
し
て

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め

る
た
め
下
水
道
事
業
審
議
委
員
会
を
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カボチャ羊葵の作り方
◎材　料

カボチャ　1個（正味500g位）

砂　　糖　400g

寒天2本（15g）
水　　　　600cc

塩　　　小さじ1杯（5g）

水あめ　　100g

シナモン　少々

◎作り方

1、カボチャは皮を剥ぎ、水を加えて煮る。

　砂糖を加えて木杓子で混ぜながら、つぶすよ

　うに煮て裏ごしし、鍋に戻して練り上げる。

2、寒天を分量の水で煮溶かし、裏ごしに通し、

　（1）のカボチャ鱈を加え、塩・水あめを加え

　て焦がさないように火を通し、練り上げる。

3、荒熱をとってから、少量のシナモンを加えて

　型に流し、冷し固める。

設
け
、
事
業
の
諸
問
題
を
審
議
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
は
各
地
区
協
議
会
長
、
処
理

区
対
象
集
落
代
表
、
処
理
区
選
出
議

員
、
温
泉
組
合
、
商
工
会
、
J
A
松

之
山
、
議
会
経
済
建
設
委
員
長
、
町

長
、
助
役
、
役
場
関
係
課
長
で
す
。

　
下
水
道
係
で
は
広
報
ま
つ
の
や
ま

を
利
用
し
て
、
随
時
下
水
道
に
関
す

る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
に
つ
い
て
の
疑
問

や
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役

場
の
下
水
道
係
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。　
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に
ぎ
や
翻

　
早
生
品
種
の
稲
刈
り
が
始
ま
っ
た

九
月
五
日
・
六
日
に
、
松
之
山
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
鼓
笛
隊
を
先
頭
と

す
る
行
列
は
、
農
協
S
S
前
を
予
定

ど
お
り
午
後
二
時
三
十
分
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら
雨
が
降
り
だ

し
ま
し
た
が
、
鼓
笛
隊
も
み
こ
し
も

雨
を
気
に
せ
ず
進
み
ま
し
た
。

　
松
之
山
中
央
交
差
点
近
く
ま
で
来

る
と
雨
も
止
み
、
、
行
列
は
一
旦
休
憩

し
ま
し
た
。

　
農
協
本
所
前
で
は
松
之
山
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
演
奏
が
終
る
こ
ろ
に
は
目
も
射

し
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
衆
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
の

声
や
拍
手
が
送
ら
れ
、
予
定
し
て
い

な
か
っ
た
曲
も
披
露
し
ま
し
た
。

　
演
奏
会
が
終
る
と
、
行
列
は
志
賀

電
設
前
ま
で
威
勢
よ
く
ゆ
っ
く
り
進

み
ま
し
た
。

　
か
わ
い
い
園
児
の
お
み
こ
し
が
通

る
と
、
沿
道
の
人
た
ち
は
待
ち
か
ね

た
よ
う
に
写
真
を
撮
っ
た
り
花
代
を

渡
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
行
列
の
最
後
を
飾
る
女
性
み
こ
し

は
、
男
性
顔
負
け
の
勇
ま
し
さ
で
練

り
歩
き
ま
し
た
が
、
予
想
以
L
に
重

た
い
み
こ
し
は
な
か
な
か
前
へ
進
ま

ず
、
男
性
の
手
を
借
り
た
り
何
回
も

休
ん
だ
り
し
て
進
み
ま
し
た
。

　
夕
方
六
時
か
ら
歩
行
者
天
国
が
始

ま
り
、
焼
ソ
ベ
・
タ
コ
焼
き
・
お
も

ち
ゃ
な
ど
の
夜
店
が
並
び
、
大
勢
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
八
時
か
ら
大
花
火
大
会
が
始
ま
り
、

｝
鷹
蝶

観
客
は
次
々
に
打
ち
ヒ
げ
ら
れ
る
き

れ
い
な
花
火
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
五
日
は
各
地
で
秋
祭
り
が

行
わ
れ
、
天
水
島
・
藤
倉
な
ど
で
は

本
格
的
な
舞
台
が
作
ら
れ
神
楽
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

　
豊
作
を
祈
る
秋
祭
り
か
ら
約
↓
か

月
間
は
稲
刈
り
の
蝦
盛
期
で
、
農
家

の
人
た
ち
は
疲
れ
も
忘
れ
て
収
穫
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

＼r

44』己r、

声

蜜

顔負けの勇しさで祭りに華をそえた

みこし

虜
卿
羅

松之山中央交差点を行進する松之山小学校鼓笛隊
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国
民
年
金
の
給
付
は
こ
ん
な
と
き
受
け
ら
れ
ま
す

　
国
民
年
金
に
は
、
誰
も
が
共
通
し

て
受
け
ら
れ
る
年
金
と
し
て
、
三
つ

の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ

れ
た
期
間
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
原
則

と
し
て
二
十
五
年
以
上
あ
る
人
が
、

六
十
五
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
陳
害
基
礎
年
金

　
加
入
期
間
中
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ

っ
て
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
、
障
害

の
程
度
に
よ
り
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
遺
族
基
礎
年
金

　
加
入
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た

場
合
、
そ
の
人
の
妻
や
子
供
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
に
は
、

毎
月
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て

い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
年
金
権
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
に
も
、
保
険
料
は
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
第
一
号
被
保
険
者
（
自
営

業
者
・
学
生
等
）
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
な
独
自
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

▼
付
加
年
金

　
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
た
人
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
寡
婦
年
金

　
資
格
期
問
を
満
た
し
た
夫
が
な
く

な
っ
た
場
合
、
妻
が
六
十
歳
か
ら
六

十
五
歳
ま
で
の
間
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
死
亡
一
時
金

　
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が

亡
く
な
っ
た
場
合
、
遺
族
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7
“

　　　　　　　　そ
　　　　　　　　だ　　　　　ハハ　　　　　の

　
水
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
そ
の
水
を
生
活
や
産
業

に
役
立
て
、
再
び
川
に
返
し
て
い
ま

す
。　
利
用
し
て
汚
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
戻
す
と
、
自
然
環
境
が
悪

化
し
ま
す
。

　
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
、
自

然
に
返
す
の
が
下
水
道
で
す
。

　
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
取
り

戻
す
に
は
、
下
水
道
の
整
備
以
外
方

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
松
之
山
町
で
は
、
今
年
度
下
水
道

事
業
基
本
構
想
を
樹
立
し
、
平
成
三

年
の
人
口
を
も
と
に
平
成
二
十
二
年

ま
で
、
各
省
庁
が
補
助
事
業
と
し
て

採
択
す
る
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
事
業
・
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ

い
て
、
集
落
ご
と
に
こ
の
基
本
構
想

で
計
画
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
五
年
度
に
は
事
業
名

「
特
別
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
」

の
調
査
測
量
が
、
松
之
山
周
辺
と
湯

山
・
松
里
地
区
を
処
理
区
域
と
し
て

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め

る
た
め
下
水
道
事
業
審
議
委
員
会
を
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カボチャ羊葵の作り方
◎材　料

カボチャ　1個（正味500g位）

砂　　糖　400g

寒天2本（15g）
水　　　　600cc

塩　　　小さじ1杯（5g）

水あめ　　100g

シナモン　少々

◎作り方

1、カボチャは皮を剥ぎ、水を加えて煮る。

　砂糖を加えて木杓子で混ぜながら、つぶすよ

　うに煮て裏ごしし、鍋に戻して練り上げる。

2、寒天を分量の水で煮溶かし、裏ごしに通し、

　（1）のカボチャ鱈を加え、塩・水あめを加え

　て焦がさないように火を通し、練り上げる。

3、荒熱をとってから、少量のシナモンを加えて

　型に流し、冷し固める。

設
け
、
事
業
の
諸
問
題
を
審
議
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
は
各
地
区
協
議
会
長
、
処
理

区
対
象
集
落
代
表
、
処
理
区
選
出
議

員
、
温
泉
組
合
、
商
工
会
、
J
A
松

之
山
、
議
会
経
済
建
設
委
員
長
、
町

長
、
助
役
、
役
場
関
係
課
長
で
す
。

　
下
水
道
係
で
は
広
報
ま
つ
の
や
ま

を
利
用
し
て
、
随
時
下
水
道
に
関
す

る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
に
つ
い
て
の
疑
問

や
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役

場
の
下
水
道
係
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
●
》
　
　
　
　
。口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

『
o
o
¢
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
g
o
o
o
o
要
登
o
o
o
o
o
o
o
β
』

9



l
N
O
o
o
l

　
　
　
　
ス

ト
一

の
オ
ユ

鯛
7
二

4
お
菓
子
と
和
紙
工
芸
教
室

　
九
月
二
日
夜
、
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
（
旧
三
省
小
学
校
）
で
松
之
山

教
養
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
国
際
製
菓
専
門
学
校
の
教

職
員
で
、
最
初
に
カ
ボ
チ
ャ
羊
糞
の

作
り
方
を
習
い
ま
し
た
。

　
時
問
の
関
係
で
実
際
に
は
作
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
用
意
さ
れ
た
試
食

品
は
カ
ボ
チ
ャ
の
風
味
を
う
ま
く
生

か
し
て
い
ま
し
た
。

　
カ
ボ
チ
ャ
羊
葵
の
作
り
方
を
、
九

ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
皆
さ

ん
も
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
和
紙
千
代
紙
を
使
っ
た
箸

置
き
と
千
代
紙
人
形
の
箸
袋
を
作
り

ま
し
た
。

　
箸
袋
は
楽
に
で
き
ま
し
た
が
、
人

形
は
部
分
ご
と
に
作
っ
て
貼
り
付
け

る
の
で
、
思
っ
た
以
L
に
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
出
来
ヒ
っ
た
箸

置
き
や
箸
袋
を
お
互
い
に
見
せ
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
お
茶
会
は
裏
千
家
の
盆
略

手
前
で
、
甘
い
和
菓
子
と
と
も
に
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　　　　　ρこイ概予
　　　　　　　　　　　　　のく　　　　　　　　ヨ　　　 　メ

　　　　　＼、　＼』史溶痛

　　　　蚤＼』溶謬へ

細かい作業が多い人形作りに参加者は苦労していました

‘0

，’ゼ、臨齢妻，参
　秋祭りのオープニングを飾った神楽

　　　　　　　　　　　2

3
雨
の
中
で
農
作
業
体
験

　
九
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
、
新

潟
市
に
あ
る
敬
和
学
園
高
校
の
二
年

生
約
二
〇
〇
人
が
農
作
業
体
験
を
し

ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
浦
田
と
黒
倉
の
四
十

軒
の
農
家
に
分
か
れ
、
稲
刈
り
や
稲

架
け
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
は
台
風
の
影
響
で
風
雨

天
水
島
の
自
治
宝
く
じ
助
成
記
念
秋
祭
り

　
九
月
五
日
夜
、
天
水
島
の
熊
野
神

社
で
、
自
治
宝
く
じ
助
成
記
念
秋
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
天
水
島
の
若
島
会
が
自
治

宝
く
じ
還
元
事
業
（
コ
、
、
＼
ユ
ニ
テ
ィ

事
業
）
に
該
当
し
、
二
〇
〇
万
円
が

助
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
助
成
金
で
購
入
し
た
備
品
は
、
マ

イ
ク
や
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
音
響
設

備
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
モ
ニ
タ
ー
テ

レ
ビ
の
映
像
記
録
装
置
、
テ
ン
ト
ニ

張
、
ラ
イ
ト
な
ど
の
照
明
設
備
、
舞

が
激
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
生
徒
は
雨
具
を
着
て
農
作
業
を

手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
月
中
旬
に
は
啓
倫
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
い
る
専
門

学
校
の
皆
さ
ん
が
、
三
省
地
区
の
農

家
で
農
作
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

4
小
谷
第
一
ト
ン
ネ
ル
安
全
祈
願
祭

蓼㌧崇Il1～禰

工事の安全と＿日も恥貫通を願う関儲

5
小
中
音
楽
鑑
賞
教
室

　
九
月
九
日
午
前
、
町
民
体
育
館
で

松
之
山
町
小
・
中
学
校
音
楽
鑑
賞
教

室
が
開
催
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア

ル
プ
ス
地
方
の
音
楽
を
中
心
に
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
も
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。

　
ス
イ
ス
音
楽
で
は
、
長
い
木
管
の

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
と
牛
の
首
に
つ
け
る

　
九
月
二
十
四
日
、
小
谷
第
一
ト
ン

ネ
ル
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
池
尻
側
の
第
ニ
ト
ン
ネ
ル
は
す
で

に
質
通
し
て
お
り
、
第
一
ト
ン
ネ
ル

も
今
年
度
中
の
貫
通
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　
第
一
ト
ン
ネ
ル
は
完
成
す
る
と
全

長
一
四
五
m
、
幅
九
・
九
m
に
な
る

そ
う
で
す
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
め
て
、
小
谷

か
ら
池
尻
の
間
の
改
良
が
一
日
も
早

く
完
了
す
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

カ
ウ
ベ
ル
が
紹
介
さ
れ
、
独
特
の
音

色
が
館
内
に
流
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ン
ポ
の
良
い
曲
や
知
っ

て
い
る
曲
の
と
き
に
は
手
拍
子
も
聞

え
ま
し
た
。

　
最
後
は
ド
レ
ミ
の
歌
を
全
ロ
貝
で
合

唱
し
ま
し
た
。

台
材
料
（
鉄
管
・
ク
ラ
ン
プ
）
で
す
。

　
開
演
あ
い
さ
つ
で
こ
れ
ら
の
備
品

が
披
露
さ
れ
、
新
装
な
っ
た
舞
台
で

は
神
楽
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
神
楽
は
獅
子
舞
・
お
か
め
万
才
．

天
狗
舞
の
三
幕
に
な
っ
て
お
り
、
最

後
に
天
狗
が
獅
子
を
退
治
し
て
仁
E

立
ち
す
る
場
面
で
は
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
神
楽
が
終
る
と
保
育
園
児
か
ら
老

人
会
ま
で
二
十
以
ヒ
の
出
し
物
が
続

き
、
夜
遅
く
ま
で
笑
い
声
や
歓
声
が

o　　　匹嘱，

鱒麗ドヤ，』罐晒’
聞
え
ま
し
た
。

　
特
に
、
観
客
を
大
爆
笑
さ
せ
た
女

性
二
人
組
の
「
金
さ
ん
銀
さ
ん
」
は

演
技
賞
も
の
で
、
顔
の
メ
ー
キ
ャ
ッ

プ
も
話
し
方
も
本
物
そ
っ
く
り
で
し

た
。　
ま
た
、
一
か
月
近
く
練
習
し
た
あ

し
た
ば
会
（
若
妻
会
）
の
ミ
サ
カ
大

鼓
は
勇
壮
で
、
観
客
席
に
い
て
も
太

鼓
の
リ
ズ
ム
が
腹
の
底
ま
で
響
い
て

き
ま
し
た
。
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姦
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ス

ト
一

の
オ
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鯛
7
二

4
お
菓
子
と
和
紙
工
芸
教
室

　
九
月
二
日
夜
、
啓
倫
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
（
旧
三
省
小
学
校
）
で
松
之
山

教
養
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
国
際
製
菓
専
門
学
校
の
教

職
員
で
、
最
初
に
カ
ボ
チ
ャ
羊
糞
の

作
り
方
を
習
い
ま
し
た
。

　
時
問
の
関
係
で
実
際
に
は
作
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
用
意
さ
れ
た
試
食

品
は
カ
ボ
チ
ャ
の
風
味
を
う
ま
く
生

か
し
て
い
ま
し
た
。

　
カ
ボ
チ
ャ
羊
葵
の
作
り
方
を
、
九

ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
皆
さ

ん
も
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
和
紙
千
代
紙
を
使
っ
た
箸

置
き
と
千
代
紙
人
形
の
箸
袋
を
作
り

ま
し
た
。

　
箸
袋
は
楽
に
で
き
ま
し
た
が
、
人

形
は
部
分
ご
と
に
作
っ
て
貼
り
付
け

る
の
で
、
思
っ
た
以
L
に
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
出
来
ヒ
っ
た
箸

置
き
や
箸
袋
を
お
互
い
に
見
せ
合
っ

て
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
お
茶
会
は
裏
千
家
の
盆
略

手
前
で
、
甘
い
和
菓
子
と
と
も
に
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　　　　　ρこイ概予
　　　　　　　　　　　　　のく　　　　　　　　ヨ　　　 　メ

　　　　　＼、　＼』史溶痛

　　　　蚤＼』溶謬へ

細かい作業が多い人形作りに参加者は苦労していました

‘0

，’ゼ、臨齢妻，参
　秋祭りのオープニングを飾った神楽

　　　　　　　　　　　2

3
雨
の
中
で
農
作
業
体
験

　
九
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
、
新

潟
市
に
あ
る
敬
和
学
園
高
校
の
二
年

生
約
二
〇
〇
人
が
農
作
業
体
験
を
し

ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
浦
田
と
黒
倉
の
四
十

軒
の
農
家
に
分
か
れ
、
稲
刈
り
や
稲

架
け
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
二
十
五
日
は
台
風
の
影
響
で
風
雨

天
水
島
の
自
治
宝
く
じ
助
成
記
念
秋
祭
り

　
九
月
五
日
夜
、
天
水
島
の
熊
野
神

社
で
、
自
治
宝
く
じ
助
成
記
念
秋
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
天
水
島
の
若
島
会
が
自
治

宝
く
じ
還
元
事
業
（
コ
、
、
＼
ユ
ニ
テ
ィ

事
業
）
に
該
当
し
、
二
〇
〇
万
円
が

助
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
助
成
金
で
購
入
し
た
備
品
は
、
マ

イ
ク
や
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
音
響
設

備
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
モ
ニ
タ
ー
テ

レ
ビ
の
映
像
記
録
装
置
、
テ
ン
ト
ニ

張
、
ラ
イ
ト
な
ど
の
照
明
設
備
、
舞

が
激
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
生
徒
は
雨
具
を
着
て
農
作
業
を

手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
月
中
旬
に
は
啓
倫
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
い
る
専
門

学
校
の
皆
さ
ん
が
、
三
省
地
区
の
農

家
で
農
作
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

4
小
谷
第
一
ト
ン
ネ
ル
安
全
祈
願
祭

蓼㌧崇Il1～禰

工事の安全と＿日も恥貫通を願う関儲

5
小
中
音
楽
鑑
賞
教
室

　
九
月
九
日
午
前
、
町
民
体
育
館
で

松
之
山
町
小
・
中
学
校
音
楽
鑑
賞
教

室
が
開
催
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア

ル
プ
ス
地
方
の
音
楽
を
中
心
に
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
や
ポ
ッ
プ
ス
も
演
奏
さ
れ

ま
し
た
。

　
ス
イ
ス
音
楽
で
は
、
長
い
木
管
の

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
と
牛
の
首
に
つ
け
る

　
九
月
二
十
四
日
、
小
谷
第
一
ト
ン

ネ
ル
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
池
尻
側
の
第
ニ
ト
ン
ネ
ル
は
す
で

に
質
通
し
て
お
り
、
第
一
ト
ン
ネ
ル

も
今
年
度
中
の
貫
通
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　
第
一
ト
ン
ネ
ル
は
完
成
す
る
と
全

長
一
四
五
m
、
幅
九
・
九
m
に
な
る

そ
う
で
す
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
め
て
、
小
谷

か
ら
池
尻
の
間
の
改
良
が
一
日
も
早

く
完
了
す
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

カ
ウ
ベ
ル
が
紹
介
さ
れ
、
独
特
の
音

色
が
館
内
に
流
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ン
ポ
の
良
い
曲
や
知
っ

て
い
る
曲
の
と
き
に
は
手
拍
子
も
聞

え
ま
し
た
。

　
最
後
は
ド
レ
ミ
の
歌
を
全
ロ
貝
で
合

唱
し
ま
し
た
。

台
材
料
（
鉄
管
・
ク
ラ
ン
プ
）
で
す
。

　
開
演
あ
い
さ
つ
で
こ
れ
ら
の
備
品

が
披
露
さ
れ
、
新
装
な
っ
た
舞
台
で

は
神
楽
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
神
楽
は
獅
子
舞
・
お
か
め
万
才
．

天
狗
舞
の
三
幕
に
な
っ
て
お
り
、
最

後
に
天
狗
が
獅
子
を
退
治
し
て
仁
E

立
ち
す
る
場
面
で
は
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
神
楽
が
終
る
と
保
育
園
児
か
ら
老

人
会
ま
で
二
十
以
ヒ
の
出
し
物
が
続

き
、
夜
遅
く
ま
で
笑
い
声
や
歓
声
が

o　　　匹嘱，

鱒麗ドヤ，』罐晒’
聞
え
ま
し
た
。

　
特
に
、
観
客
を
大
爆
笑
さ
せ
た
女

性
二
人
組
の
「
金
さ
ん
銀
さ
ん
」
は

演
技
賞
も
の
で
、
顔
の
メ
ー
キ
ャ
ッ

プ
も
話
し
方
も
本
物
そ
っ
く
り
で
し

た
。　
ま
た
、
一
か
月
近
く
練
習
し
た
あ

し
た
ば
会
（
若
妻
会
）
の
ミ
サ
カ
大

鼓
は
勇
壮
で
、
観
客
席
に
い
て
も
太

鼓
の
リ
ズ
ム
が
腹
の
底
ま
で
響
い
て

き
ま
し
た
。
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集
落
探
訪

で
三
番
目
に
大
き
い
。

　
地
蔵
堂
は
昭
和
五
十
六
年
廃
堂
と

な
り
、
本
尊
の
延
命
地
蔵
は
集
落
セ

ン
タ
ー
へ
移
さ
れ
た
。

草
生
水
と
石
油

歴
史
と
地
名

　
町
の
北
部
に
位
置
し
、
松
代
町
と

接
し
て
い
る
。

　
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
だ

が
、
青
苧
が
荒
戸
と
転
誰
し
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
松
代
町
小
荒
戸
と
の
関
係

も
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
集
落
内
を
町
道
大
荒
戸
松
代
線
が

通
り
、
そ
の
道
沿
い
に
庚
申
夫
婦
杉

が
あ
る
。

　
江
戸
初
期
の
大
荒
戸
村
は
松
之
山

郷
北
組
（
松
代
町
域
）
に
属
し
て
い

た
が
、
地
理
的
な
関
係
か
ら
中
期
以

降
南
組
に
編
入
さ
れ
た
。

　
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
起
き

た
善
光
寺
地
震
で
は
、
村
の
戸
数
の

三
分
の
一
以
上
に
及
ぶ
十
七
戸
が
全

半
壊
し
た
。

　
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
石
油
製

油
所
が
で
き
、
大
荒
戸
は
石
油
景
気

に
わ
い
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
は
簡
易
水
道
、

同
五
十
六
年
に
は
集
落
セ
ン
タ
r
が

完
成
し
た
。

庚
申
夫
婦
杉

　
平
成
三
年
二
月
、
町
指
定
文
化
財

と
な
っ
た
。

　
こ
の
夫
婦
杉
の
根
本
に
は
庚
申
塚

が
あ
り
、
六
基
の
庚
申
塔
が
祀
ら
れ

て
い
る
。

　
主
幹
は
目
通
り
六
・
四
m
、
双
幹

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
夫
婦
杉

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
樹
齢
は
不
明
だ
が
樹
勢
は
良
い
。

十
一

一
神
社
と

地
蔵
堂

　
正
徳
三
（
一
七
二
二
）
年
、
大
荒

　
　
　
く
　
そ
　
う
　
ず

戸
の
字
草
生
水
で
日
産
五
升
ぐ
ら
い

の
石
油
が
湧
出
し
て
い
た
と
古
文
書

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
石

油
採
掘
の
最
盛
期
を
迎
え
、
明
治
九

年
に
は
石
油
製
油
所
が
で
き
た
。

　
こ
の
石
油
景
気
で
酌
婦
を
置
く
料

理
屋
も
開
業
し
、
　
「
黄
金
な
る
花
の

大
荒
戸
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
明
治
十
九
年
八
月
、
大
荒
戸
の
高

沢
瀬
平
が
中
心
と
な
っ
て
有
限
責
任

会
社
「
松
泉
社
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　
鉱
区
は
字
草
生
水
で
採
油
を
専
業

と
し
て
い
た
が
、
時
に
は
精
製
も
行

っ
て
い
た
。

　
採
掘
さ
れ
た
原
油
は
赤
紫
色
で
不

純
物
が
少
な
く
、
そ
の
ま
ま
発
動
機

の
燃
料
に
使
用
で
き
た
。

　
隆
盛
を
誇
っ
た
石
油
業
も
、
埋
蔵

量
の
減
少
と
電
気
の
発
達
に
よ
り
し

だ
い
に
衰
退
し
た
。

れ
、
廃
校
後
は
集
会
所
と
し
て
使
用

し
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
、
集
落
セ
ン
タ
ー

建
築
の
た
め
旧
雪
中
派
出
校
（
集
会

所
）
は
取
壊
さ
れ
た
。

　
十
二
神
社
及
び
地
蔵
堂
の
創
立
年

月
は
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
天
和
三
二
六
八
三
）

年
検
地
帳
に
は
除
地
記
録
が
あ
り
、

江
戸
前
期
以
前
の
創
立
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
大
荒
戸
で
は
歳
神
社
（
石
祠
・
稲

田
姫
命
）
も
奉
斎
し
て
き
た
が
、
昭

和
三
二
九
二
八
）
年
六
月
、
十
二

神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

　
境
内
に
は
目
通
り
五
・
三
m
の
ケ

ヤ
キ
が
あ
り
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
は
町
内

‘2

大
荒
戸
城

雪
中
派
出
校

　
雪
中
派
出
校
は
大
正
元
（
｝
九
一

二
）
年
に
設
置
さ
れ
、
昭
和
三
十
九

年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
多
く
の
児
童

が
学
ん
で
い
た
。

　
昭
和
三
十
五
年
に
は
現
在
の
集
落

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
校
舎
が
移
築
さ

庚申塚に立つ双幹の杉として庚申夫婦杉と

いわれている

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
　
マ
　
　
　
の
　

し
お
り

　
大
荒
戸
城
に
つ
い
て
「
温
古
之
栞
」

で
は
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

「
建
仁
年
間
（
二
一
〇
一
～
四
）
、

佐
々
木
盛
綱
の
一
族
下
野
国
那
須
郡

　
　
　
た
ん
　
し

の
住
人
丹
治
左
衛
門
俊
秀
が
こ
こ
に

移
住
し
、
大
関
と
姓
を
改
め
上
杉
氏

に
属
し
、
｝
族
繁
栄
し
た
と
い
う
と

伝
え
る
」

　
町
史
で
も
何
か
所
か
現
地
調
査
を

行
っ
た
が
、
城
跡
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

風
の
三
郎
様

　
集
落
南
東
の
松
口
に
至
る
旧
道
沿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
タ
　
　
と

い
の
小
高
い
丘
に
、
　
「
斎
　
級
長
戸

へ
の
ゐ
こ
と
　
　
し
な
　
つ
ひ
あ
を
と

辺
命
　
級
長
津
彦
命
」
と
刻
ま
れ
た

風
神
塔
が
立
っ
て
い
る
。

　
風
の
三
郎
様
と
は
風
神
の
愛
称
で
、

町
内
で
は
土
用
の
丑
の
日
や
二
百
十

日
（
九
月
一
日
）
に
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
大
荒
戸
で
も
、
以
前
は
九
月
一
日

に
酒
や
野
菜
を
供
え
て
豊
作
を
祈
願

し
た
と
い
う
が
、
今
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。

松
之
山
安
吾
ま
つ
り

　
松
之
山
ゆ
か
り
の
作
家
、
坂
口
安

吾
を
偲
ぶ
「
松
之
山
安
吾
ま
つ
り
」

が
、
十
月
二
十
日
夕
方
よ
り
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
安
吾
研
究
の
第
】
人
者
、

上
越
教
育
大
学
教
援
相
馬
正
一
氏
の

講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
会
　
費
　
一
、
O
O
O
円

▼
講
　
師
　
上
越
教
育
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
　
正
一

▼
演
　
題
　
松
之
山
と
安
吾

　
　
　
　
　
～
若
き
日
の
安
吾
～

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
十
月
十
二
日
（
月
）
ま
で
に
、
町
観

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
の
お
礼
と
お
願
い

善
意
を
あ
り
が
と
う
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
　
　
の
不
自
由
な
方
の
団
体
の
育
成
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
に
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
幸
せ
の

　
今
年
の
八
月
二
日
に
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
福
原
庚
造
さ
ん
の
香
典
返
し

と
し
て
、
湯
本
の
十
一
屋
さ
ん
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
へ
十
万
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
ば
温
泉
組
合
な
ど
十
七

の
団
体
へ
香
典
返
し
を
す
る
の
で
す

が
、
町
の
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
遺
族
の
方
が
各
団
体
の
了
承
を

得
て
寄
付
し
た
も
の
で
す
。

　
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
機
関
や
団
体
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
誰
も
が
参
加
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ま
た

住
民
総
参
加
で
展
開
さ
れ
る
規
模
の

大
き
い
募
金
活
動
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

町
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

た
め
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
戸
別
募

金
や
職
域
募
金
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
．

▼
日
　
時
　
十
月
二
十
日
（
火
）
、
午
　
　
光
協
会
内
安
吾
ま
つ
り
事
務
局
（
費

　
　
　
　
後
五
時
よ
り
　
　
　
　
　
　
六
ー
三
二
皿
二
）
へ
申
し
込
ん
で
く

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
　
　
だ
さ
い
。

本
来
な
ら
ば
温
泉
組
合
な
ど
十
七
　
　
住
民
総
参
加
で
展
開
さ
れ
る
規
模
の

の
団
体
へ
香
典
返
し
を
す
る
の
で
す
　
　
大
き
い
募
金
活
動
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

が
、
町
の
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
　
　
　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

と
、
遺
族
の
方
が
各
団
体
の
了
承
を
　
　
町
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
役
立
っ

得
て
寄
付
し
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
寄
　
　
　
た
と
え
ば
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

付
金
を
有
効
に
使
用
し
、
福
祉
の
充
　
　
や
敬
老
事
業
に
、
寝
た
き
り
や
痴
呆

実
に
つ
と
め
た
い
と
考
え
て
い
寄
の
お
年
寄
り
へ
の
歳
末
援
護
に
・
体
　
　
醒

新
潟
県
農
業
大
学
校
の
学
生
募
集

新
潟
県
農
業
大
学
校
（
全
寮
制
）
　
　
〇
一
般
入
校
　
平
成
四
年
十
二
月
二

で
は
、
平
成
五
年
度
の
学
生
を
募
集
　
　
　
十
一
日
か
ら
平
成
五
年
一
月
九
日

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

修
業
年
限
は
二
年
で
す
。
　
　
　
　
　
▼
試
験
目

▼
募
集
人
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
推
薦
入
校

総
合
農
業
科
　
　
　
　
　
二
五
名
　
　
　
平
成
四
年
十
一
月
二
十
日

蚕
業
科
　
　
　
　
　
　
　
　
五
名
　
　
〇
一
般
入
校

園
芸
科
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
名
　
　
　
平
成
五
年
］
月
二
十
一
日

畜
産
科
　
　
　
　
　
　
　
一
五
名
　
　
▼
試
験
場
所

▼
受
験
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
農
業
大
学
校

高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
五
年
三
　
　
▼
間
い
合
わ
せ
先

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
V
ま
た
は
こ
　
　
◇
新
潟
県
農
業
大
学
校

れ
と
同
等
以
L
の
学
力
が
あ
り
、
お
　
　
　
費
〇
二
五
六
－
七
二
－
三
一
四
一

お
む
ね
二
十
五
歳
以
下
の
者
　
　
　
　
　
◇
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
所

▼
受
付
け
期
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
二
ー
三
六
二
二

〇
推
薦
入
校
　
平
成
四
年
十
月
二
十
　
　
◇
役
場
産
業
課
農
林
係

六
日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で
　
　
　
　
　
費
六
ー
三
二
二
一
（
内
線
四
一
番
）

パ
ス
ポ
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す

十
月
は
労
働

適
用
促
進
日

十
一
月
一
日
よ
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
　
　
　
載
事
項
の
訂
正
が
七
〇
〇
円
か
ら

（
機
械
読
取
り
旅
券
）
の
様
式
及
び
　
　
　
九
〇
〇
円
な
ど
に
引
き
上
げ
ら
れ

申
請
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
ま
す
。

▼
改
正
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
現
在
お
持
ち
の
パ
ス
ポ
ー

①
申
請
書
の
様
式
や
写
真
の
サ
イ
ズ
　
　
ト
は
、
そ
の
ま
ま
有
効
期
限
ま
で
使

が
変
更
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
用
で
き
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

ま
た
、
申
請
時
に
提
出
す
る
写
真
　
　
い
。

の
枚
数
は
一
枚
（
現
在
は
二
枚
）
　
　
　
ま
た
、
旅
券
申
請
手
続
き
の
テ
レ

に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
終
日
行
っ
て
い
ま

②
旅
券
発
給
手
数
料
が
改
定
さ
れ
、
　
　
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
般
旅
券
の
発
給
が
八
、
O
O
O
　
　
O
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

円
か
ら
一
〇
、
O
O
O
円
に
、
記
　
　
　
盈
〇
二
五
ー
二
八
三
－
一
〇
五
〇

　
労
働
保
険
と
は
労

保
険
と
を
総
称
し
た

原
則
と
し
て
労
働
者

っ
て
い
れ
ば
、
そ
の

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
手
続
き

な
い
事
業
主
の
方
は

り
の
公
共
職
業
安
定

監
督
署
で
加
入
手
続

さ
い
。

　
新
潟
県
農
業
大
学
校
（
全
寮
制
）

で
は
、
平
成
五
年
度
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
修
業
年
限
は
二
年
で
す
。

▼
募
集
人
員

総
合
農
業
科

蚕
業
科

園
芸
科

畜
産
科

▼
受
験
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
者

二
五
名

五
名

二
〇
名

一
五
名

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
V

れ
と
同
等
以
L
の
学
力
が
あ
り
、

お
む
ね
二
十
五
歳
以
下
の
者

▼
受
付
け
期
問

o
推
薦
入
校
　
平
成
四
年
十
月
二
十

．
六
日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で

（
平
成
五
年
三

　
ま
た
は
こ

　
　
　
　
お

〇
一
般
入
校
　
平
成
四
年
十
二
月
二

　
十
一
日
か
ら
平
成
五
年
一
月
九
日

　
ま
で

▼
試
験
目

o
推
薦
入
校

　
平
成
四
年
十
一
月
二
十
日

〇
一
般
入
校

　
平
成
五
年
］
月
二
十
一
日

▼
試
験
場
所

　
新
潟
県
農
業
大
学
校

▼
間
い
合
わ
せ
先

◇
新
潟
県
農
業
大
学
校

　
費
〇
二
五
六
－
七
二
－
三
一
四
一

◇
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
所

　
費
二
ー
一
二
六
二
二

◇
役
場
産
業
課
農
林
係

　
費
六
ー
三
二
二
一
（
内
線
四
一
番
）

　
切

、
郵

労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用

そ
の
事
業
主
は
加
入

　
　
い
こ
と
に
な
っ

今
す
ぐ
最
寄

‘3
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O
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ー

集
落
探
訪

で
三
番
目
に
大
き
い
。

　
地
蔵
堂
は
昭
和
五
十
六
年
廃
堂
と

な
り
、
本
尊
の
延
命
地
蔵
は
集
落
セ

ン
タ
ー
へ
移
さ
れ
た
。

草
生
水
と
石
油

歴
史
と
地
名

　
町
の
北
部
に
位
置
し
、
松
代
町
と

接
し
て
い
る
。

　
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
だ

が
、
青
苧
が
荒
戸
と
転
誰
し
た
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
松
代
町
小
荒
戸
と
の
関
係

も
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
集
落
内
を
町
道
大
荒
戸
松
代
線
が

通
り
、
そ
の
道
沿
い
に
庚
申
夫
婦
杉

が
あ
る
。

　
江
戸
初
期
の
大
荒
戸
村
は
松
之
山

郷
北
組
（
松
代
町
域
）
に
属
し
て
い

た
が
、
地
理
的
な
関
係
か
ら
中
期
以

降
南
組
に
編
入
さ
れ
た
。

　
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
起
き

た
善
光
寺
地
震
で
は
、
村
の
戸
数
の

三
分
の
一
以
上
に
及
ぶ
十
七
戸
が
全

半
壊
し
た
。

　
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
石
油
製

油
所
が
で
き
、
大
荒
戸
は
石
油
景
気

に
わ
い
た
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
は
簡
易
水
道
、

同
五
十
六
年
に
は
集
落
セ
ン
タ
r
が

完
成
し
た
。

庚
申
夫
婦
杉

　
平
成
三
年
二
月
、
町
指
定
文
化
財

と
な
っ
た
。

　
こ
の
夫
婦
杉
の
根
本
に
は
庚
申
塚

が
あ
り
、
六
基
の
庚
申
塔
が
祀
ら
れ

て
い
る
。

　
主
幹
は
目
通
り
六
・
四
m
、
双
幹

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
夫
婦
杉

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
樹
齢
は
不
明
だ
が
樹
勢
は
良
い
。

十
一

一
神
社
と

地
蔵
堂

　
正
徳
三
（
一
七
二
二
）
年
、
大
荒

　
　
　
く
　
そ
　
う
　
ず

戸
の
字
草
生
水
で
日
産
五
升
ぐ
ら
い

の
石
油
が
湧
出
し
て
い
た
と
古
文
書

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
石

油
採
掘
の
最
盛
期
を
迎
え
、
明
治
九

年
に
は
石
油
製
油
所
が
で
き
た
。

　
こ
の
石
油
景
気
で
酌
婦
を
置
く
料

理
屋
も
開
業
し
、
　
「
黄
金
な
る
花
の

大
荒
戸
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
明
治
十
九
年
八
月
、
大
荒
戸
の
高

沢
瀬
平
が
中
心
と
な
っ
て
有
限
責
任

会
社
「
松
泉
社
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　
鉱
区
は
字
草
生
水
で
採
油
を
専
業

と
し
て
い
た
が
、
時
に
は
精
製
も
行

っ
て
い
た
。

　
採
掘
さ
れ
た
原
油
は
赤
紫
色
で
不

純
物
が
少
な
く
、
そ
の
ま
ま
発
動
機

の
燃
料
に
使
用
で
き
た
。

　
隆
盛
を
誇
っ
た
石
油
業
も
、
埋
蔵

量
の
減
少
と
電
気
の
発
達
に
よ
り
し

だ
い
に
衰
退
し
た
。

れ
、
廃
校
後
は
集
会
所
と
し
て
使
用

し
て
い
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
、
集
落
セ
ン
タ
ー

建
築
の
た
め
旧
雪
中
派
出
校
（
集
会

所
）
は
取
壊
さ
れ
た
。

　
十
二
神
社
及
び
地
蔵
堂
の
創
立
年

月
は
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
天
和
三
二
六
八
三
）

年
検
地
帳
に
は
除
地
記
録
が
あ
り
、

江
戸
前
期
以
前
の
創
立
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
大
荒
戸
で
は
歳
神
社
（
石
祠
・
稲

田
姫
命
）
も
奉
斎
し
て
き
た
が
、
昭

和
三
二
九
二
八
）
年
六
月
、
十
二

神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

　
境
内
に
は
目
通
り
五
・
三
m
の
ケ

ヤ
キ
が
あ
り
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
は
町
内

‘2

大
荒
戸
城

雪
中
派
出
校

　
雪
中
派
出
校
は
大
正
元
（
｝
九
一

二
）
年
に
設
置
さ
れ
、
昭
和
三
十
九

年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
多
く
の
児
童

が
学
ん
で
い
た
。

　
昭
和
三
十
五
年
に
は
現
在
の
集
落

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
校
舎
が
移
築
さ

庚申塚に立つ双幹の杉として庚申夫婦杉と

いわれている

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
　
マ
　
　
　
の
　

し
お
り

　
大
荒
戸
城
に
つ
い
て
「
温
古
之
栞
」

で
は
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

「
建
仁
年
間
（
二
一
〇
一
～
四
）
、

佐
々
木
盛
綱
の
一
族
下
野
国
那
須
郡

　
　
　
た
ん
　
し

の
住
人
丹
治
左
衛
門
俊
秀
が
こ
こ
に

移
住
し
、
大
関
と
姓
を
改
め
上
杉
氏

に
属
し
、
｝
族
繁
栄
し
た
と
い
う
と

伝
え
る
」

　
町
史
で
も
何
か
所
か
現
地
調
査
を

行
っ
た
が
、
城
跡
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

風
の
三
郎
様

　
集
落
南
東
の
松
口
に
至
る
旧
道
沿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
タ
　
　
と

い
の
小
高
い
丘
に
、
　
「
斎
　
級
長
戸

へ
の
ゐ
こ
と
　
　
し
な
　
つ
ひ
あ
を
と

辺
命
　
級
長
津
彦
命
」
と
刻
ま
れ
た

風
神
塔
が
立
っ
て
い
る
。

　
風
の
三
郎
様
と
は
風
神
の
愛
称
で
、

町
内
で
は
土
用
の
丑
の
日
や
二
百
十

日
（
九
月
一
日
）
に
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
大
荒
戸
で
も
、
以
前
は
九
月
一
日

に
酒
や
野
菜
を
供
え
て
豊
作
を
祈
願

し
た
と
い
う
が
、
今
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。

松
之
山
安
吾
ま
つ
り

　
松
之
山
ゆ
か
り
の
作
家
、
坂
口
安

吾
を
偲
ぶ
「
松
之
山
安
吾
ま
つ
り
」

が
、
十
月
二
十
日
夕
方
よ
り
自
然
休

養
村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
安
吾
研
究
の
第
】
人
者
、

上
越
教
育
大
学
教
援
相
馬
正
一
氏
の

講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
会
　
費
　
一
、
O
O
O
円

▼
講
　
師
　
上
越
教
育
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
　
正
一

▼
演
　
題
　
松
之
山
と
安
吾

　
　
　
　
　
～
若
き
日
の
安
吾
～

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
十
月
十
二
日
（
月
）
ま
で
に
、
町
観

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
の
お
礼
と
お
願
い

善
意
を
あ
り
が
と
う
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
　
　
の
不
自
由
な
方
の
団
体
の
育
成
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
に
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
幸
せ
の

　
今
年
の
八
月
二
日
に
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
福
原
庚
造
さ
ん
の
香
典
返
し

と
し
て
、
湯
本
の
十
一
屋
さ
ん
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
へ
十
万
円
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
ば
温
泉
組
合
な
ど
十
七

の
団
体
へ
香
典
返
し
を
す
る
の
で
す

が
、
町
の
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
遺
族
の
方
が
各
団
体
の
了
承
を

得
て
寄
付
し
た
も
の
で
す
。

　
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
機
関
や
団
体
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
誰
も
が
参
加
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ま
た

住
民
総
参
加
で
展
開
さ
れ
る
規
模
の

大
き
い
募
金
活
動
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

町
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

た
め
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
戸
別
募

金
や
職
域
募
金
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
．

▼
日
　
時
　
十
月
二
十
日
（
火
）
、
午
　
　
光
協
会
内
安
吾
ま
つ
り
事
務
局
（
費

　
　
　
　
後
五
時
よ
り
　
　
　
　
　
　
六
ー
三
二
皿
二
）
へ
申
し
込
ん
で
く

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
　
　
だ
さ
い
。

本
来
な
ら
ば
温
泉
組
合
な
ど
十
七
　
　
住
民
総
参
加
で
展
開
さ
れ
る
規
模
の

の
団
体
へ
香
典
返
し
を
す
る
の
で
す
　
　
大
き
い
募
金
活
動
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

が
、
町
の
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
　
　
　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

と
、
遺
族
の
方
が
各
団
体
の
了
承
を
　
　
町
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
役
立
っ

得
て
寄
付
し
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
寄
　
　
　
た
と
え
ば
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

付
金
を
有
効
に
使
用
し
、
福
祉
の
充
　
　
や
敬
老
事
業
に
、
寝
た
き
り
や
痴
呆

実
に
つ
と
め
た
い
と
考
え
て
い
寄
の
お
年
寄
り
へ
の
歳
末
援
護
に
・
体
　
　
醒

新
潟
県
農
業
大
学
校
の
学
生
募
集

新
潟
県
農
業
大
学
校
（
全
寮
制
）
　
　
〇
一
般
入
校
　
平
成
四
年
十
二
月
二

で
は
、
平
成
五
年
度
の
学
生
を
募
集
　
　
　
十
一
日
か
ら
平
成
五
年
一
月
九
日

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

修
業
年
限
は
二
年
で
す
。
　
　
　
　
　
▼
試
験
目

▼
募
集
人
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
推
薦
入
校

総
合
農
業
科
　
　
　
　
　
二
五
名
　
　
　
平
成
四
年
十
一
月
二
十
日

蚕
業
科
　
　
　
　
　
　
　
　
五
名
　
　
〇
一
般
入
校

園
芸
科
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
名
　
　
　
平
成
五
年
］
月
二
十
一
日

畜
産
科
　
　
　
　
　
　
　
一
五
名
　
　
▼
試
験
場
所

▼
受
験
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
農
業
大
学
校

高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
五
年
三
　
　
▼
間
い
合
わ
せ
先

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
V
ま
た
は
こ
　
　
◇
新
潟
県
農
業
大
学
校

れ
と
同
等
以
L
の
学
力
が
あ
り
、
お
　
　
　
費
〇
二
五
六
－
七
二
－
三
一
四
一

お
む
ね
二
十
五
歳
以
下
の
者
　
　
　
　
　
◇
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
所

▼
受
付
け
期
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
二
ー
三
六
二
二

〇
推
薦
入
校
　
平
成
四
年
十
月
二
十
　
　
◇
役
場
産
業
課
農
林
係

六
日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で
　
　
　
　
　
費
六
ー
三
二
二
一
（
内
線
四
一
番
）

パ
ス
ポ
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す

十
月
は
労
働

適
用
促
進
日

十
一
月
一
日
よ
り
、
パ
ス
ポ
ー
ト
　
　
　
載
事
項
の
訂
正
が
七
〇
〇
円
か
ら

（
機
械
読
取
り
旅
券
）
の
様
式
及
び
　
　
　
九
〇
〇
円
な
ど
に
引
き
上
げ
ら
れ

申
請
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
ま
す
。

▼
改
正
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
現
在
お
持
ち
の
パ
ス
ポ
ー

①
申
請
書
の
様
式
や
写
真
の
サ
イ
ズ
　
　
ト
は
、
そ
の
ま
ま
有
効
期
限
ま
で
使

が
変
更
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
用
で
き
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

ま
た
、
申
請
時
に
提
出
す
る
写
真
　
　
い
。

の
枚
数
は
一
枚
（
現
在
は
二
枚
）
　
　
　
ま
た
、
旅
券
申
請
手
続
き
の
テ
レ

に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
終
日
行
っ
て
い
ま

②
旅
券
発
給
手
数
料
が
改
定
さ
れ
、
　
　
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
般
旅
券
の
発
給
が
八
、
O
O
O
　
　
O
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

円
か
ら
一
〇
、
O
O
O
円
に
、
記
　
　
　
盈
〇
二
五
ー
二
八
三
－
一
〇
五
〇

　
労
働
保
険
と
は
労

保
険
と
を
総
称
し
た

原
則
と
し
て
労
働
者

っ
て
い
れ
ば
、
そ
の

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
加
入
手
続
き

な
い
事
業
主
の
方
は

り
の
公
共
職
業
安
定

監
督
署
で
加
入
手
続

さ
い
。

　
新
潟
県
農
業
大
学
校
（
全
寮
制
）

で
は
、
平
成
五
年
度
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
修
業
年
限
は
二
年
で
す
。

▼
募
集
人
員

総
合
農
業
科

蚕
業
科

園
芸
科

畜
産
科

▼
受
験
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
者

二
五
名

五
名

二
〇
名

一
五
名

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
V

れ
と
同
等
以
L
の
学
力
が
あ
り
、

お
む
ね
二
十
五
歳
以
下
の
者

▼
受
付
け
期
問

o
推
薦
入
校
　
平
成
四
年
十
月
二
十

．
六
日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で

（
平
成
五
年
三

　
ま
た
は
こ

　
　
　
　
お

〇
一
般
入
校
　
平
成
四
年
十
二
月
二

　
十
一
日
か
ら
平
成
五
年
一
月
九
日

　
ま
で

▼
試
験
目

o
推
薦
入
校

　
平
成
四
年
十
一
月
二
十
日

〇
一
般
入
校

　
平
成
五
年
］
月
二
十
一
日

▼
試
験
場
所

　
新
潟
県
農
業
大
学
校

▼
間
い
合
わ
せ
先

◇
新
潟
県
農
業
大
学
校

　
費
〇
二
五
六
－
七
二
－
三
一
四
一

◇
東
頸
城
農
業
改
良
普
及
所

　
費
二
ー
一
二
六
二
二

◇
役
場
産
業
課
農
林
係

　
費
六
ー
三
二
二
一
（
内
線
四
一
番
）

　
切

、
郵

労
働
保
険
と
は
労
災
保
険
と
雇
用

そ
の
事
業
主
は
加
入

　
　
い
こ
と
に
な
っ

今
す
ぐ
最
寄

‘3
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公民館
だより

「
我
が
家
の
味
と
香
り
」
の
展
示
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
町
農
業
祭
で
行
わ
れ
る
「
我
が
家

の
味
と
香
り
」
展
示
会
で
は
、
今
年

も
皆
さ
ま
の
腕
自
慢
料
理
を
募
集
し

ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
秘
伝
、
私
の
得

意
な
料
理
、
我
が
家
で
人
気
の
一
品

な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　
ま
た
、
遠
く
外
国
か
ら
嫁
つ
が
れ

た
皆
さ
ん
も
お
国
自
慢
の
料
理
や
、
・

松
之
山
に
来
て
覚
え
た
料
理
を
出
品

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
発
刊
さ
れ
た
「
伝
え
て
い
き

た
い
わ
が
家
の
味
と
香
り
」
に
は
、

第
五
回
か
ら
十
回
ま
で
の
二
六
四
品

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
て
い
る
料
理
は
地
元
松

之
山
産
の
材
料
か
ら
作
ら
れ
、
私
達

が
普
段
食
べ
て
い
る
料
理
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
同
じ
料
理
で
も
作
る
人
が
違
え
ば

味
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
せ
ず

ど
し
ど
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
公
民
館
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

鐸、嶋・

博
．

碧
φ

町
芸
能
祭
・
美
術
展

工夫された粍理が数多く展示され試食品は

すぐになくなってしまいます。

　
十
月
二
十
五
日
（
日
）
、
町
民
体
育

館
で
町
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
、
劇
・

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・
歌
舞
伎
・
太

鼓
な
ど
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　
劇
は
松
之
山
小
学
校
の
「
杢
坂
由

来
」
、
歌
舞
伎
は
「
義
経
千
本
桜
鮨

屋
及
段
つ
る
べ
寿
し
屋
の
場
」
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

町
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
絵
画
・
書

道
・
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
出
品
基
準
等
は
、
公
民
館
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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東
頸
城
郡
美
術
展

　
第
十
一
回
東
頸
城
郡
美
術
展
が
十

月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
三
日

間
、
浦
川
原
村
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
で
す
。

　
松
之
山
町
か
ら
も
多
く
の
作
品
が

出
品
さ
れ
、
例
年
数
多
く
の
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。

　
郡
内
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
、
家

族
や
仲
間
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
郡
美
術
展
に
出
品
さ
れ
た

町
内
の
作
品
は
、
町
美
術
展
に
も
そ

の
ま
ま
飾
ら
れ
ま
す
。

親
子
自
然
体
験
教
室

親
子
映
画
の
夕
べ

　
親
子
自
然
体
験
教
室
は
「
秋
の
渡

り
鳥
を
知
ろ
う
」
で
、
深
坂
峠
付
近

を
通
る
渡
り
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
十
月
十
八
目
（
日
）
、
午

　
　
　
　
　
前
九
時
三
十
分
よ
り

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
集
合
、
深
坂
峠
へ
移
動

　
ま
た
、
親
子
映
画
の
夕
べ
は
「
喜

多
郎
の
十
五
少
女
漂
流
記
」
を
L
映

し
ま
す
。

▼
日
　
時
　
十
月
十
七
日
（
土
）
、
午

　
　
　
　
　
後
七
時
よ
り

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
敬
老
の
日
の
前
日
、
九
月
十
四
日

に
さ
ま
ざ
ま
な
敬
老
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
七
十
七
歳
・
八
十
八
歳
・
九
十
五

歳
・
一
〇
〇
歳
以
上
の
方
に
は
、
県

と
町
か
ら
祝
菓
子
や
敬
老
品
が
贈
ら

れ
、
八
十
歳
以
上
の
方
に
は
町
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
布
団
カ
バ
ー
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
八
十
八
歳
以
上
の
方
は
町
長
が
訪

問
し
、
一
人
ひ
と
り
に
敬
老
品
を
手

渡
し
ま
し
た
。

103歳とは、思えない

ほど元気な福原タマ

さん

　
町
内
の
最
長
寿
者
は
一
〇
三
歳
の

福
原
タ
マ
さ
ん
（
天
水
越
・
隠
居
）

で
、
福
原
さ
ん
は
県
内
で
も
六
番
目

の
長
寿
者
で
す
。

　
視
力
は
不
自
由
で
す
が
、
家
の
中

は
ど
こ
で
も
自
由
に
歩
け
、
入
浴
も

一
人
で
で
き
る
ほ
ど
元
気
で
す
。

　
ま
た
、
松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
は
、
町
内
の
一
人
暮
し

老
人
七
〇
人
に
昼
食
の
弁
当
を
配
り
、

話
し
相
手
を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
。

Ψ一ド

　　評、

饗

ノ

歳

松之山ライオンズクラブ

から一人暮し老人の皆さ

んに昼食の弁当がプレゼ

ントされました。

出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
い
る

家
族
で
保
険
加
入
者
に
異
動
が
あ
っ

た
時
（
転
出
・
転
入
・
出
生
・
死
亡
・

出
稼
ぎ
先
の
保
険
に
加
入
等
V
は
、

必
ず
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
等
に
加
入

知
っ
て
い
ま
す
か
、

　
保
険
証
は
一
世
帯
に
一
枚
が
原
則

で
す
が
、
出
稼
ぎ
、
長
期
の
旅
行
、

修
学
の
た
め
他
の
市
町
村
に
住
む
よ

う
な
場
合
は
、
一
世
帯
に
一
枚
の
保

険
証
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
特
別
に
も

う
一
枚
の
保
険
証
（
遠
隔
地
被
保
険

す
る
方
は
、
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
前

に
役
場
の
国
保
係
か
ら
社
会
保
険
加

入
証
明
書
の
用
紙
を
も
ら
い
、
会
社

か
ら
証
明
を
受
け
で
き
る
だ
け
早
く

役
場
の
国
保
係
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
き
し
だ
い
、
あ

な
た
の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
保
の
保

険
証
を
返
え
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
医
療

費
が
全
額
自
己
負
担
に
な
っ
た
り
、

医
療
機
関
か
ら
二
重
に
請
求
さ
れ
た

　
な
お
、
出
稼
ぎ
先
の
社
会
保
険
の

有
無
は
事
前
に
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

り
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

も
う
一
枚
の
保
険
証
（
遠
隔
地
被
保
険
者
証
）

者
証
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に
加
入
す

る
と
、
世
帯
主
で
扶
養
者
の
あ
る
方

は
、
そ
の
家
族
も
一
緒
に
被
扶
養
者

と
し
て
社
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、
家

族
の
方
に
「
遠
隔
地
被
保
険
者
証
」

を
受
け
、
家
族
の
方
に
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
は
、

国
保
で
も
う
一
枚
の
保
険
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
国
保
係
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
変
っ
た
ら
医
療
機
関
に
連
絡
（
提
示
）
し
て
く
だ
さ
い

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

必
ず
保
険
証
を
受
付
窓
口
に
提
示
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
証
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

必
ず
医
療
機
関
に
早
目
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
先
の
社
会
保
険
の
手
続
き

が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
医
療
機
関

に
そ
の
旨
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
老
人
保
健
に
つ
い
て
も
保
険
証
が

変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
医
療

機
関
に
保
険
証
と
医
療
受
給
者
証
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
や
提
示
を
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
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公民館
だより

「
我
が
家
の
味
と
香
り
」
の
展
示
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
町
農
業
祭
で
行
わ
れ
る
「
我
が
家

の
味
と
香
り
」
展
示
会
で
は
、
今
年

も
皆
さ
ま
の
腕
自
慢
料
理
を
募
集
し

ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
秘
伝
、
私
の
得

意
な
料
理
、
我
が
家
で
人
気
の
一
品

な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　
ま
た
、
遠
く
外
国
か
ら
嫁
つ
が
れ

た
皆
さ
ん
も
お
国
自
慢
の
料
理
や
、
・

松
之
山
に
来
て
覚
え
た
料
理
を
出
品

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
発
刊
さ
れ
た
「
伝
え
て
い
き

た
い
わ
が
家
の
味
と
香
り
」
に
は
、

第
五
回
か
ら
十
回
ま
で
の
二
六
四
品

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
て
い
る
料
理
は
地
元
松

之
山
産
の
材
料
か
ら
作
ら
れ
、
私
達

が
普
段
食
べ
て
い
る
料
理
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
同
じ
料
理
で
も
作
る
人
が
違
え
ば

味
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
せ
ず

ど
し
ど
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
公
民
館
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

鐸、嶋・

博
．

碧
φ

町
芸
能
祭
・
美
術
展

工夫された粍理が数多く展示され試食品は

すぐになくなってしまいます。

　
十
月
二
十
五
日
（
日
）
、
町
民
体
育

館
で
町
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
、
劇
・

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・
歌
舞
伎
・
太

鼓
な
ど
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

　
劇
は
松
之
山
小
学
校
の
「
杢
坂
由

来
」
、
歌
舞
伎
は
「
義
経
千
本
桜
鮨

屋
及
段
つ
る
べ
寿
し
屋
の
場
」
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

町
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
絵
画
・
書

道
・
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
出
品
基
準
等
は
、
公
民
館
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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民
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開
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ま
す
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時
間
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午
前
九
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午
後
六
時
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す
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之
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も
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の
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が
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、
例
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数
多
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の
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を
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い
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す
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内
の
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ば
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し
い
作
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を
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や
仲
間
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ご
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、
郡
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術
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に
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の
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術
展
に
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の
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す
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子
自
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体
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親
子
映
画
の
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べ

　
親
子
自
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体
験
教
室
は
「
秋
の
渡

り
鳥
を
知
ろ
う
」
で
、
深
坂
峠
付
近

を
通
る
渡
り
鳥
を
観
察
し
ま
す
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▼
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時
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十
八
目
（
日
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前
九
時
三
十
分
よ
り
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会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
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ー

　
　
　
　
　
集
合
、
深
坂
峠
へ
移
動

　
ま
た
、
親
子
映
画
の
夕
べ
は
「
喜

多
郎
の
十
五
少
女
漂
流
記
」
を
L
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し
ま
す
。

▼
日
　
時
　
十
月
十
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日
（
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）
、
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後
七
時
よ
り
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会
　
場
　
自
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休
養
村
セ
ン
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ー

　
敬
老
の
日
の
前
日
、
九
月
十
四
日

に
さ
ま
ざ
ま
な
敬
老
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
七
十
七
歳
・
八
十
八
歳
・
九
十
五

歳
・
一
〇
〇
歳
以
上
の
方
に
は
、
県

と
町
か
ら
祝
菓
子
や
敬
老
品
が
贈
ら

れ
、
八
十
歳
以
上
の
方
に
は
町
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
布
団
カ
バ
ー
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
八
十
八
歳
以
上
の
方
は
町
長
が
訪

問
し
、
一
人
ひ
と
り
に
敬
老
品
を
手

渡
し
ま
し
た
。

103歳とは、思えない

ほど元気な福原タマ

さん

　
町
内
の
最
長
寿
者
は
一
〇
三
歳
の

福
原
タ
マ
さ
ん
（
天
水
越
・
隠
居
）

で
、
福
原
さ
ん
は
県
内
で
も
六
番
目

の
長
寿
者
で
す
。

　
視
力
は
不
自
由
で
す
が
、
家
の
中

は
ど
こ
で
も
自
由
に
歩
け
、
入
浴
も

一
人
で
で
き
る
ほ
ど
元
気
で
す
。

　
ま
た
、
松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
は
、
町
内
の
一
人
暮
し

老
人
七
〇
人
に
昼
食
の
弁
当
を
配
り
、

話
し
相
手
を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
。
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から一人暮し老人の皆さ

んに昼食の弁当がプレゼ

ントされました。

出
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ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
異
動
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！
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は
、
自
分
の
世
帯
に
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る
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で
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加
入
者
に
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動
が
あ
っ

た
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出
・
転
入
・
出
生
・
死
亡
・
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に
加
入
等
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必
ず
十
四
日
以
内
に
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
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出
稼
ぎ
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で
社
会
保
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等
に
加
入

知
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て
い
ま
す
か
、

　
保
険
証
は
一
世
帯
に
一
枚
が
原
則

で
す
が
、
出
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ぎ
、
長
期
の
旅
行
、

修
学
の
た
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他
の
市
町
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に
住
む
よ
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な
場
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は
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に
一
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の
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で
は
間
に
合
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ま
せ
ん
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こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
特
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に
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証
（
遠
隔
地
被
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険

す
る
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は
、
出
稼
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に
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る
前

に
役
場
の
国
保
係
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ら
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会
保
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加

入
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書
の
用
紙
を
も
ら
い
、
会
社
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で
き
る
だ
け
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く

役
場
の
国
保
係
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
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が
届
き
し
だ
い
、
あ

な
た
の
家
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に
連
絡
し
て
国
保
の
保

険
証
を
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え
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て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
の
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が
遅
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る
と
、
医
療
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が
全
額
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に
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り
、
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か
ら
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に
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、
出
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先
の
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の

有
無
は
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に
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だ
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ま
す
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で
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だ
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一
枚
の
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（
遠
隔
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被
保
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者
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）

者
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）
を
受
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る
こ
と
が
で
き
ま
す
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出
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ぎ
先
で
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会
保
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に
加
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す

る
と
、
世
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で
扶
養
者
の
あ
る
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は
、
そ
の
家
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も
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緒
に
被
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者

と
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会
保
険
に
加
入
し
ま
す
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あ
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た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、
家
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の
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に
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隔
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被
保
険
者
証
」

を
受
け
、
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族
の
方
に
送
っ
て
く
だ
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。

　
社
会
保
険
に
加
入
し
な
い
方
は
、

国
保
で
も
う
一
枚
の
保
険
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
国
保
係
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
証
が
変
っ
た
ら
医
療
機
関
に
連
絡
（
提
示
）
し
て
く
だ
さ
い

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

必
ず
保
険
証
を
受
付
窓
口
に
提
示
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
証
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

必
ず
医
療
機
関
に
早
目
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
先
の
社
会
保
険
の
手
続
き

が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
医
療
機
関

に
そ
の
旨
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
老
人
保
健
に
つ
い
て
も
保
険
証
が

変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
医
療

機
関
に
保
険
証
と
医
療
受
給
者
証
を

見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
や
提
示
を
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
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”
点
検
を
重
ね
て
築
く
火
災
ゼ
ロ
”

　
日
一
日
と
寒
さ
が
増
し
、
暖
房
器

具
等
の
火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
、

火
災
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
と
な
り

ま
す
。

　
火
災
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

　
次
の
点
に
十
分
注
意
し
「
火
の
用

心
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

o
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

○
子
供
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

　
ば
な
い
。

○
風
の
強
い
と
き
は
焚
火
を
し
な
い
。

o
テ
ン
プ
ラ
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い
。

○
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い
。

o
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
近
づ
け
な
い
。

　
な
お
、
暖
房
器
具
等
は
使
用
前
に

必
ず
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
・
救
急
そ
の
他
の
災
害
の
発

生
を
知
ら
せ
る
一
一
九
番
は
緊
象
を

要
す
る
重
要
な
番
号
で
、
通
報
の
遅

れ
か
ら
尊
い
生
命
、
大
切
な
財
産
を

失
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
一
一
九
番
の
正
し
い
利
用
と
正
確

な
通
報
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

全
国
防
犯
運
動
1
0
／
n
～
1
0
／
2
0

　
今
年
の
防
犯
運
動
の
重
点
事
項
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
暴
力
追
放
（
暴
力
団
の
排
除
）

◎
少
年
の
非
行
防
止

◎
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の
防
止

　
暴
力
団
を
社
会
か
ら
し
め
出
す
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
が
結
束
し
て
「
暴

力
団
が
活
動
で
き
な
い
社
会
環
境
づ

く
り
」
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
暴
力
団
の
脅
し
や
嫌
が
ら
せ
に
泣

き
寝
入
り
す
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な

で
暴
力
団
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　
暴
力
団
に
よ
る
被
害
や
少
年
問
題

で
お
困
り
の
方
は
、
警
察
署
・
駐
在

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
の
広
報
用
ポ
ス
タ
ー

は
、
安
塚
警
察
署
の
小
池
賢
一
巡
査

が
応
募
し
た
作
品
で
、
全
国
の
中
か

ら
最
優
秀
に
選
ば
れ
ポ
ス
タ
ー
に
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
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便
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も
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あ
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の

　
　
　
棚
田
は
既
に
刈
株
ば
か
り

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
咲
く
野
に
う
ず
居
し
て

　
　
　
秋
の
香
り
に
浸
り
て
居
た
り

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎
（
高
校
）

俳
　
句

　
　
　
　
　
　
も
　
　
ず

わ
ら
焼
き
の
煙
百
舌
鳴
く
頃
と
な
り

天
心
よ
り
月
滴
り
て
森
眠
る

　
　
　
み
ぎ

流
木
の
渚
に
揺
れ
て
夏
果
て
ぬ

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎
（
高
校
）

ド
　
　
　
　
ロ

』
川
　
　
拶

い
た
ず
ら
も
本
腰
に
な
る
快
復
期

和
平
説
く
そ
の
裏
側
は
武
器
を
売
る

　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
柑
　
正
孝
（
一
枚
田
）

◎
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち

　
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
難
解
な
漢
字
及
ぴ
読
み

　
方
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を
付
け

　
て
く
だ
さ
い
。
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び農業祭喜収穫の
　1年間の農業生産と文化活動の成果を展示・発表しあう第11回農

業祭が、10月25日に開催されます。

　会場は、自然休養村センター及び町民体育館周辺です。

　今年は新潟県知事選挙投票日と重なりましたが、農業祭等の開始

時間は午前9時からですので、早めに投票を済ませてからお出かけ

ください。

　また、同時開催の芸能祭は午前9時より町民体育館で行われます。

　主な日程と会場は次のとおりです。

◎野菜・牛肉即売　　9：00～　自然休養村センターピロティー

◎おにぎ．り・手打ちそば・もち試食　11：00～（引換えは11時から

　ですが、引換券は受付テントで朝からお渡しします）

◎わが家の味と香り展示会　9：00～　自然休養村センター2階

◎良質米共励会表彰　11二〇〇～　町民体育館芸能祭会場

◎錦鯉展示即売　　9：00～　町民体育館横

◎農機具展示即売　9：00～　自然休養村センター駐車場
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o
つ
一

‘

｝1魔召

嗣

八
七
六
五
四
｝
．
一

イロハニホヘトチリヌル
　　黒先コウ（1手だけ）

9
月
号
の
答
え

書
図

2
図

4

　詰碁の解答を募集してい

ます。10月27日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

正解者

　村山　　伸（湯　本）

　久保田光栄（天水島）

－
図
（
正
解
）

　
こ
の
問
題
は
、
詰
碁
の
本
に
よ
く
出
て
い
る
形
か
ら
二

．
手
進
め
て
解
き
や
す
く
し
た
も
の
で
す
が
、
黒
1
の
出
が

気
づ
き
に
く
い
好
手
。

　
白
2
に
は
、
黒
3
の
置
き
が
急
所
で
、
こ
れ
で
白
に
は

続
く
抵
抗
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。

2
図
（
手
筋
風
）

　
第
一
感
で
浮
か
ぶ
の
は
、
一
見
筋
風
の
黒
1
で
す
が
、

白
2
、
4
の
好
防
に
合
い
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
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ふ

おかあさんがおにこっ二を
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　　　》ノ

　　りす組

さとうみどりさん

　（曽根勘人）

お《摯み（蹴）　　　（死亡年月日）

相沢アイさん　59歳　観音寺（中）　　　4・9・7

佐藤永一さん　66歳　天水越（栄屋）　　4・9・7

鈴木コウさん　66歳　小谷（大下）　　　4・9・8

福原民樹さん　52歳　天水越（由兵工）　4・9・13

※9月1日から30日までの届出分です。
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　　10月10日・24日
　　　　　（祝日）・

　　11月14日・28日
※出生・死亡・婚姻の届はできます

窃めでた（出生）　　（生年朋）

賢太ちゃん　小見幸則・玲子さんの長男

　　　　　　黒倉（中屋敷）　　　4・8・29

李句ちゃん　高橋明・紀子さんの二男

　　　　　　天水島（半助）　　　4・9・9
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